
夢に向かって、旅立ちのとき
市内の小中学校で卒業式

　市内の中学校では３月 13 日に、小学校では３月 20 日にそれぞれ卒業
式が行われ、2,314 人の児童・生徒（中学生 1,151 人、小学生 1,163 人）
が慣れ親しんだ学舎から巣立っていきました。
　市の北部に位置する、河間小学校（写真）では、30 人が卒業式に臨
みました。保護者や在校生が見守るなか、卒業証書を授与された卒業生
たちが、舞台の上から元気一杯に、自分の夢を語り、実現への努力を誓
いました。また、式典終了後には、在校生たちが作る長いアーチをくぐ
り、大きな夢へ向かっての第一歩を踏み出しました。
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私
は
、
九
州
・
筑
豊
炭
田
の
一
角
、
福
岡

県
中
間
市
の
生
ま
れ
で
、
木
工
所
や
電
気
屋

な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
職
を
転
々
と
し
て

か
ら
、
曲ま

げ
わ
づ
く
り

輪
造
髹き

ゅ
う
し
つ
漆
で
人
間
国
宝
と
な
っ
た

赤あ
か

地ぢ

友ゆ
う

哉さ
い

先
生
に
弟
子
入
り
し
ま
し
た
。
妻

の
故
郷
で
あ
る
下
館
市
に
移
っ
た
の
は
そ
の

後
、
昭
和
55
年
の
こ
と
。
こ
こ
に
来
て
も
う

四
半
世
紀
以
上
、
今
ま
で
で
一
番
長
く
住
ん

で
い
る
土
地
で
す
。
新
市
誕
生
で
市
名
が
筑

西
に
な
り
ま
し
た
が
、
九
州
に
は
筑
豊
、
筑

後
な
ど
『
筑
』
の
つ
く
場
所
が
多
い
か
ら
、

特
に
何
の
違
和
感
も
無
い
で
す
ね
。
大
西
の

『
西
』
も
入
っ
て
い
る
し
（
笑
）。
そ
れ
と
、

真
岡
鐵
道
に
Ｓ
Ｌ
が
走
っ
て
い
ま
す
が
、

石
炭
の
香
り
が
懐
か
し
い
で
す
ね
。
ふ
る

さ
と
の
炭
鉱
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

よ
く
筑
西
の
人
は
、
こ
の
あ
た
り
は
何

に
も
無
い
と
こ
ろ
だ
と
言
う
け
れ
ど
、
米

が
お
い
し
く
て
作
物
は
何
で
も
と
れ
る
。

大
き
な
災
害
も
少
な
い
し
、
何
か
に
つ
け

て
恵
ま
れ
た
土
地
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
実

は
、
全
国
の
知
人
た
ち
と
お
国
自
慢
の
品

を
物
々
交
換
し
合
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

私
は
毎
年
、
筑
西
の
梨
を
贈
っ
て
ピ
ー
ア
ー

ル
し
て
い
ま
す
。「
ど
う
だ
、
俺
の
と
こ
ろ

の
梨
は
う
ま
い
だ
ろ
う
」
っ
て
ね
。

　筑西市では、市のイメージアップや産業・歴史・文化・観

光などの振興を図るため、「筑西ふるさと大使」制度を創設

しました。大使は、市にゆかりがあり、さまざまな分野で活

躍されている方々に依頼。大使のみなさんには、これから筑

西市の魅力を広くＰＲしていただくことになります。

■漆工芸家　

大
お お に し

西 勲
い さ お

さん（筑西市内在住）
市民栄誉賞・人間国宝（重要無形文化財保持者）　

26人のみなさんに委嘱しました

筑西ふるさと大使

筑西ふるさと大使のみなさんにご利用いただく名刺
                                       （２つ折り両面印刷）　

お
国
自
慢
を
情
報
発
信

大西 勲さんの作品『曲輪造朱黄溜鉢』

大使のみなさんを紹介します

２



ふるさと筑西市の魅力を全国に発信

伊
い せ

勢 真
し ん い ち

一さん

映画監督 下館市広報映像制作

東京都出身・在住

中
な か ま る

丸 三
み ち え

千繒さん

オペラ歌手
市民栄誉賞・いばらき大使
下館出身・東京都在住

稲
い な ば

葉 清
せ い う え も ん

右衛門さん

ファナック（株）名誉会長
名誉市民
明野出身・神奈川県在住

片
か た や ま

山 晋
し ん ご

呉さん

プロゴルファー
市民栄誉賞・いばらき大使
下館出身・つくば市在住

大
お お や

谷 實
みのる

さん

同志社大学総長
いばらき大使
協和出身・京都府在住

中
な か が わ

川 志
し ろ う

郎さん

元上野・多摩動物園長
元県立自然博物館長
関城出身・埼玉県在住

中
な か じ ま

嶋 博
ひ ろ ゆ き

行さん

作家（江戸川乱歩賞受賞）

下館出身・神奈川県在住

飯
い い ず み

泉 俊
と し お

夫さん

洋画家
日展評議員・㈳東光会常務理事
筑西市在住

柳
や な ぎ だ

田 昭
あきら

さん

水彩画家（安井賞受賞）

筑西市在住

廣
ひ ろ さ わ

澤 清
きよし

さん

広沢グループ会長
学校法人広沢学園理事長
筑西市在住

大
だ い ち

地 康
や す お

雄さん

映画俳優
いばらき大使
熊本県出身・東京都在住

五
い が ら し

十嵐 匠
しょう

さん

映画監督
映画『HAZAN（波山）』制作
青森県出身・東京都在住

マギー司
し ろ う

郎さん

マジシャン・タレント
いばらき大使
下館出身・東京都在住

渡
わ た な べ

邉 博
ひ ろ ぶ み

文さん

元三省堂教材システム取締役
いばらき大使
関城出身・東京都在住

板
い た や

谷 駿
しゅんいち

一さん

元 NHK エンタープライズ社長
板谷波山の孫
東京都在住

吉
よ し か わ

川 潮
うしお

さん

作家（　　　　　　　）

下館出身・東京都在住

丸
ま る や ま

山 輝
て る よ し

悦さん

陶芸家
茨城工芸会長
東京都出身・筑西市在住

関
せ き

 正
ま さ お

夫さん

関彰商事会長
県経営者協会長
筑西市在住

村
む ら た

田 あき子さん

染織工芸『むら田』
板谷波山の孫
東京都在住

松
ま つ も と

本 きいさん

映画プロデューサー

協和出身・東京都在住

柳
や な ぎ だ

田 勝
まさる

さん

ライフル選手
アテネ五輪出場（４大会連続）
協和出身・埼玉県在住

荒
あ ら か わ

川 正
ま さ あ き

明さん

出光美術館主任学芸員
波山研究家
高萩市出身・東京都在住

川
か わ さ き

﨑 真
ま ゆ み

裕美さん

競歩選手
アテネ五輪出場
笠間市出身・筑西市在住

田
た み や

宮 謙
け ん じ ろ う

次郎さん

元プロ野球選手
市民栄誉賞・いばらき大使
筑西市在住

森
も り た

田 茂
しげる

さん

洋画家（文化勲章受章）
名誉市民・名誉県民
下館出身・東京都在住

■お問い合わせ＝広報広聴課（内線 312、313）

「流行歌（はやりうた）西條八十物語」

「検察捜査」

「ふるさと幻影 洋画家 森田茂の世界から」他

「恋するトマト」

「恋するトマト」

※順不同

３

尾崎秀樹記念・大衆文学
研究賞受賞



　

市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
８
つ
の
特
別

会
計
、
２
つ
の
企
業
会
計
で
組
み
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
福
祉
や
教
育
、
建
設

と
い
っ
た
市
の
基
本
的
な
事
業
や
施
策
に

使
わ
れ
る
予
算
で
、
市
の
事
業
の
大
部
分
を

賄
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
、
一
般
会
計
と
別
に

独
立
し
て
運
営
す
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に

は
国
民
健
康
保
険
事
業
や
公
共
下
水
道
事

業
、
区
画
整
理
事
業
な
ど
が
こ
の
予
算
に
あ

た
り
ま
す
。
企
業
会
計
は
、
民
間
企
業
と
同

じ
よ
う
に
独
立
採
算
性
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
経
理
す
る
も
の
で
、
筑
西
市

で
は
水
道
事
業
と
病
院
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
予
算
は
、
第
１
回
市
議
会
定

例
会
で
審
議
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
を
除
く
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
予
算
は
３
４
５
億

円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
て

一般会計345億円・前年対比2.3%減

第１回市議会定例会が開催され、国民健康保
険特別会計を除く、平成 19 年度予算が承認さ
れました。そのあらましを紹介します。

平
成
19
年
度
予
算
の
概
要

２
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
き

ま
し
て
は
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

平
成
19
年
度
の
地
方
財
政
は
、
三
位
一
体

の
改
革
に
よ
り
、
税
源
移
譲
は
な
さ
れ
る
も

の
の
、
更
な
る
制
度
改
革
に
よ
り
、
交
付
税

や
補
助
金
な
ど
の
縮
減
が
見
込
ま
れ
、
今
後

も
大
幅
な
財
源
不
足
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

筑
西
市
に
お
い
て
も
、
三
位
一
体
の
改
革

の
影
響
は
大
き
く
、
国
の
財
源
の
締
め
付
け

に
よ
る
、
財
政
の
悪
化
が
顕
著
に
現
れ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨
年
11
月
に
は
財
政

健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
行
財
政
全
般
に
お
い

て
、
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

恒
久
減
税
の
廃
止
や
税
源
移
譲
が
本

格
化
し
、
市
税
は
前
年
対
比
８
・
２
％

（
11
億
２
７
４
万
８
千
円
）
の
増
。
反
し
て
、

財
政
健
全
化
に
向
け
た
予
算
編
成

345 億円歳入

市　　税
144 億 7036 万２千円（41.9%）

地方交付税
58 億円（16.8%）

国庫支出金
25 億 8474 万 7 千円（7.5%）

繰　入　金
25 億 1177 万 1 千円（7.3%）

市　　債
24 億 7420 万円（7.2%）

県支出金
16 億 3138 万 6 千円（4.7%）

地方消費税交付金
地方譲与税
諸収入
使用料及び手数料
分担金及び負担金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
その他

歳　

入

税
源
移
譲
な
ど
に
伴
い
地
方
譲
与
税
が
前
年
対

比
49
・
４
％
（
７
億
７
千
万
円
）
の
減
、
地
方

特
例
交
付
金
が
65
・
９
％（
２
億
２
２
０
０
万

円
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
交

付
税
も
今
後
削
減
さ
れ
る
見
込
み
で
、
前
年

対
比
12
・
８
％
（
８
億
５
千
万
円
）
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
財
源
不
足
を
補

う
た
め
、
25
億
円
も
の
大
幅
な
基
金
を
取
り

崩
し
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
い
ま
す
。

歳　

出

　

歳
出
面
で
は
、
経
費
の
削
減
に
努
め
ま
し

た
が
、
新
た
に
、
筑
西
食
肉
組
合
の
解
散
に

係
る
経
費
や
、
安
全
安
心
の
た
め
の
防
災
無

線
整
備
経
費
な
ど
の
伸
び
が
あ
っ
た
た
め
、

全
体
で
は
２
・
３
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
出
す
る
も
の
と
し
て
は
、
市
単
独
補
助

金
の
削
減
１
６
４
件
、
１
億
６
５
４
３
万
４
千

円
、議
員
政
務
調
査
費
交
付
金
の
支
給
停
止
、

４
役
及
び
特
別
参
与
の
報
酬
見
直
し
（
市
長

15
％
減
、
そ
の
他
10
％
減
）、
職
員
給
与
の

削
減
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

10 億 5000 万円（3.0%）
7 億 9000 万円（2.3%）
7 億 5364 万 9 千円（2.2%）
5 億 1994 万 2 千円（1.5%）
4 億 4813 万 5 千円（1.3%）
3 億 3000 万円（1.0%）
1 億 1500 万円（0.3%）
10 億 2080 万 8 千円（3.0%）

平成19 年度 予算

徹底した行財政改革を推進

４



平成 19 年度予算のあらまし

345 億円 歳出

民　生　費
94 億 5138 万 5 千円（27.4%）

教　育　費
47 億 1812 万８千円（13.7%）

総　務　費
46 億 5208 万 8 千円（13.5%）

公　債　費
45 億 3798 万 5 千円（13.2%）

県支出金
16 億 3138 万 6 千円（4.7%）

会計別 本年度予算額 前年度予算額 比　較 伸率

一般会計 34,500,000 35,330,000 △ 830,000 △ 2.3

特別会計

老人保健事業 8,622,039 8,720,770 △ 98,731 △ 1.1

公共用地先行取得事業 0 5,297 △ 5,297 △ 100

公共下水道事業 2,514,270 2,886,711 △ 372,441 △ 12.9

農業集落排水事業 1,305,244 1,174,746 130,498 11.1

区画整理事業（八丁台） 491,928 597,442 △ 105,514 △ 17.7

駐車場事業 166,900 169,114 △ 2,214 △ 1.3

介護保険事業 5,875,466 5,467,856 407,610 7.5

介護サービス事業 35,864 63,304 △ 27,440 △ 43.3

公営企業会計
収入予定 支出予定

伸率
本年度予算額 本年度予算額 比　較 本年度予算額 前年度予算額 比　較

水道事業会計 2,315,190 2,403,286 △ 88,096 3,306,009 3,507,891 △ 201,882 △ 5.8

（収益） 1,945,579 1,885,001 60,578 2,281,942 2,256,658 25,284 1.1

（資本） 369,611 518,285 △ 148,674 1,024,067 1,251,233 △ 227,166 △ 18.2

病院事業会計 2,674,155 2,842,903 △ 168,748 2,674,155 2,842,903 △ 168,748 △ 5.9

（収益） 2,599,700 2,755,889 △ 156,189 2,599,700 2,755,889 △ 156,189 △ 5.7

（資本） 74,455 87,014 △ 12,559 74.455 87,014 △ 12,559 △ 14.4

計 4,989,345 5,246,189 △ 256,844 5,980,164 6,350,794 △ 370,630 △ 5.8

予算総括表   （単位：千円、％）

土　木　費
36 億 4555 万円（10.6%）

衛　生　費
36 億 3240 万 6 千円（10.5%）

消防費

農林水産業費

議会費

商工費

その他

17 億 3521 万 5 千円（5.0%）

15 億 6794 万 8 千円（4.5%）

2 億 7461 万 8 千円（0.8%）

1 億 9662 万 9 千円（0.6%）

8804 万 8 千円（0.2%）

乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か

り
補
助
事
業

　

傷
病
の
回
復
期
に
あ
た
る
乳
幼
児
な
ど
を

一
時
的
に
預
か
り
、
保
護
者
の
子
育
て
と
就

労
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児

の
健
全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。（
次
世
代
育

成
交
付
金
事
業
）

１
２
８
０
万
円

夜
間
・
休
日
診
療
所

運
営
事
業
１
５
０
０
万
６
千
円

　

真
壁
医
師
会
筑
西
支
部
の
協
力
の
も
と
運

営
し
て
い
る
も
の
で
、
現
在
は
休
日
（
年
間

71
日
・
年
末
年
始
含
む
）
に
お
い
て
、
医
師

２
人
体
制
で
一
次
救
急
医
療
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
平
日
の
夜
間
に
つ
い
て
も

態
勢
が
整
い
次
第
で
き
る
だ
け
早
期
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

【
休
日
】
午
前
９
時
～
午
後
２
時
【
夜
間
】

午
後
７
時
～
９
時
【
診
療
科
】
内
科
、
小
児

科

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城 

２
０
０
７

開
催
事
業

１
１
６
９
万
３
千
円

　

60
歳
以
上
の
方
々
を
中
心
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
な
ど
を
通
じ
て
、
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
、
第
20
回
全
国
健
康
福

祉
祭
い
ば
ら
き
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨

城
２
０
０
７
」
に
お
い
て
、
筑
西
市
で
は
テ

ニ
ス
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

今年 11 月に開催される、ねんりんピック茨城
大会。伊讃小学校は岡山県代表チームを応援
する『ハッスルキッズ隊』の指定を受けました。

平成19年度は
  こんな事業に
    取り組みます

※国民健康保険特別会計は決定次第お知らせします。

５



教
育
相
談
室
運
営
事
業

９
５
９
万
５
千
円

　

下
館
地
区
（
川
島
）・
明
野
地
区
で
は
、

合
併
前
か
ら
教
育
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま

し
た
が
、
昨
今
の
い
じ
め
問
題
、
不
登
校
問

題
に
対
処
す
る
た
め
、
試
行
的
に
開
設
し
て

い
た
、
関
城
・
協
和
地
区
の
相
談
室
を
本
格

的
に
開
設
・
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

明
野
中
学
校
校
舎
整
備
事
業

８
億
６
５
３
０
万
２
千
円

　

築
37
年
以
上
経
過
し
た
、
明
野
中
学
校
校

舎
を
全
面
建
て
替
え
し
、
老
朽
化
の
改
善
及

び
、
耐
震
化
、
学
習
環
境
の
改
善
を
図
り
ま

す
。【
平
成
18
～
20
年
度
・
３
か
年
事
業
】

報
徳
サ
ミ
ッ
ト
開
催
事
業

３
５
０
万
円

　

二
宮
尊
徳
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
村
（
全

国
報
徳
研
究
市
町
村
。
現
在
23
市
町
村
が
加

盟
）が
主
催
す
る「
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
」が
、

今
年
10
月
に
筑
西
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の

運
行

３
２
３
０
万
円

　

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

は
、
市
民
が
希
望
す
る
筑
西
市

内
の
場
所
か
ら
場
所
ま
で
、
ド

ア
to
ド
ア
の
乗
り
合
い
運
行
を

低
額
で
提
供
す
る
新
し
い
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
高
齢
者

や
子
ど
も
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
交

通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
に

対
す
る
生
活
交
通
の
確
保
・
充

実
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。【
10
月
か
ら
実
施
予
定
】

明野中学校校舎の完成模型　総事業費 17 億 2,021 万５千
円　鉄筋コンクリート造 2 階建て　延床面積 7270 ㎡

二宮尊徳のブロンズ像が前回開催地・
小田原市から引き継がれました。

つ
く
ば
明
野
北
部
工
業
団
地
進
入
路

整
備
事
業

１
億
７
０
５
０
万
円

一
本
松
・
茂
田
線
整
備
事
業

（
筑
西
幹
線
道
路
）

２
億
６
５
０
万
円

中
島
・
富
士
見
町
線
街
路
整
備
事
業

１
億
７
５
１
５
万
４
千
円

倉
持
・
東
石
田
線
整
備
事
業

７
０
０
０
万
円

中
島
・
西
榎
生
線
整
備
事
業

 

５
０
１
５
万
４
千
円

デマンド交通システムとは？
①利用者は電話で利用したい時間帯、目

　的地などを事前に予約します。

②オペレーターが電話を受け、複数の予

　約を束ねて配車計画を立て、車両に連

　絡します。

③車両の運転手は指示を受け、順番に利

　用者宅を回りながらそれぞれの目的地

　へ送ります。

情報センター
（オペレーションセンター）

予約受付

乗合タクシー

電話予約

電話予約

電話予約

バス停まで歩かなくてよ
くなったので病院に行く
のが楽になりました。

乗り合わせているうちに
友達になって一緒に出か
けるようになりました。

沖
田
住
宅
建
設
事
業

８
３
４
７
万
５
千
円

　

年
次
計
画
に
よ
り
３
棟
45
戸
の
住
宅
を
整

備
し
ま
す
。

【
１
期
工
事
（
平
成
13
・
14
年
度
）
２
Ｄ
Ｋ

１
棟
、
２
期
工
事
（
平
成
17
・
18
年
度
）
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
棟
、
３
期
工
事
（
平
成
19
・
20
年

度
）
３
Ｄ
Ｋ
１
棟
】

■２月に開通した
　市道・勝宮中根線

２
億
５
４
４
６
万
７
千
円

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　

下
館
地
区
以
外
の
３
地
区
に
は
、
す
で
に

防
災
行
政
無
線
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
民
へ
の
行

政
連
絡
や
避
難
勧
告
な
ど
、
重
要
な
情
報
を

迅
速
に
伝
達
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら

３
か
年
を
か
け
て
、
下
館
地
区
を
含
め
て
整

備
し
ま
す
。

６



７

平成 19 年度予算のあらまし

連携と協働で進めるまちづくり
地域づくり事業

地域交流イベント

国際交流事業

情報化推進事業

広域行政費

豊かさを育む産業と観光のまちづくり
観光振興事業

農業振興事業

市町村水田農業構造改革推進事業

地域数量調整円滑化推進事業

転作促進事業

畜産振興事業

森林病害虫防除事業

土地改良関係経費

農道整備事業

農業排水路整備事業

ふるさと農道整備事業

新農業水利システム保全対策事業

畑地帯総合整備事業

霞ヶ浦用水建設推進費

圃場整備事業

商工業振興事業

中小企業金融対策事業

健やかに安心して暮らせるまちづくり
生活習慣病予防対策事業

放課後児童対策事業

一時保育促進基盤整備事業

地域子育て支援センター事業

民間保育所保育士増員事業

延長保育補助事業

乳幼児健康支援一時預かり補助事業

緊急通報体制等整備事業

ふれあい巡回バス運行事業

地域生活支援事業

日中活動支援事業

居住支援事業

いきいきと伸びやかに育つ
　　　　　　　人と文化のまちづくり
生涯学習推進事業

大学等誘致推進経費

私立幼稚園助成事業

外国語指導関係経費

ＴＴ非常勤講師配置事業

生活指導員配置事業

小中学校給食関係費

小中学校教育振興助成事業

預かり保育事業

教育情報化推進事業

青少年育成事業

体育振興事業

文化振興事業

心和む美しく豊かな景観と
　　　　環境を大切にしたまちづくり
ごみ減量化対策費

ごみ収集処理費

公共交通対策事業

道路新設改良事業

浄化槽設置補助事業

駐車場事業

交通安全施設整備事業

防犯対策事業

消防団活動費

消防施設整備事業

災害対策計画策定事業

523 万 7千円

1,500 万円

　55万９千円

5,029 万９千円

32億 5,225 万２千円

2,779 万 4千円

3,164 万６千円

　295 万 4千円

526 万 7千円

１億 5,852 万 2千円

417 万７千円

249 万８千円

4,511 万９千円

4,863 万３千円

626 万４千円

3,112 万２千円

552 万円

1,487 万５千円

１億 6,018 万７千円

１億 1,160 万３千円

4,113 万５千円

7,498 万１千円

２億 2,381 万 3千円

5,132 万円

　1,539 万円

3,839 万 7千円

3,089 万 3千円

8,100 万円

1,280 万円

542 万 8千円

866 万３千円

6,606 万 5千円

１億 4,355 万 3千円

６億 6,855 万 6千円

644 万 4千円

40万 3千円

　5,539 万 2千円

2,193 万 8千円

1,129 万 3千円

875 万円

２億 6,798 万 7千円

6,394 万 1千円

　270 万 4千円

１億 4,867 万 4千円

1,176 万 5千円

987 万 1千円

1,907 万２千円

8,261 万 1千円

１億 3,095 万 4千円

　5,156 万 7千円

7,681 万 3千円

4,349 万 9千円

1億 6,690 万円

1,723 万 6千円

　2,780 万 2千円

9,012 万 5千円

1,998 万 2千円

202 万 2千円



８

種　類 手数料名称 単 位 現行料金（円） 新 料 金（円）

住民票

住民票の写し（２枚まで 200 円）１枚超えるごとに 枚 ２００ １００

広域住民票の写しの交付（２枚まで） 通 ２００ ３００

広域住民票の写し（２枚まで 300 円）１枚超えるごとに 枚 ２００ １５０

住民票又は戸籍の附票に記載した事項に関する証明 通 ２００ ３００

外国人登録原票記載事項証明 通 ２００ ３００

居住、不在籍、不在住等に関する証明 通 ２００ ３００

住民基本台帳又はその写しの閲覧 １人１時間     １，０００ ４００

印鑑登録
印鑑登録証再交付（亡失） 件 １，０００ ７００

市民カード再交付（亡失） 件 １，０００ ７００

税

臨時運行許可番号再交付 件 １，８３４ ２，２００

納税証明 件 ２００ ２５０

固定資産評価証明（土地・家屋） 件 ３００ ３５０

固定資産税評価証明　加算額１枚を超えるごとに 件 ０ １００

固定資産課税証明　　加算額１枚を超えるごとに 件 ０ １００

固定資産現況証明 件 ５００ ７５０

宅地証明 件     ２００ ３００

土地・家屋台帳閲覧 冊 ２００ ３００

公図（集成図）の写しの交付 枚 ２００ ３００

法人所在証明 通 ２００ ３００

地縁団体
認可地縁団体の告示事項に関する証明 通 ２００ ３００

認可地縁団体印鑑登録証明書交付 通 ２００ ３００

下水道関係 下水道法第４条第１項に関する証明 通 ２００ ３００

放置自転車
放置自転車撤去保管 台 １，０００ １，５００

放置原付・二輪車撤去保管 台 ２，０００ ３，０００

手数料の一部を改定します
　　　　　　　　　　行政サービスを利用する人と利用しない人との負担の公平性を確保するため（受
　　　　　　　　益者負担の原則）、７月１日から手数料の一部を改定します。
　　　　　　　現在の手数料は、実際にかかる経費に対して、低い金額で設定されたものもあります。
　　　低い設定の金額では、経費と実際の差額を利用しない人の税金で賄うことになり、公平性が保た
れなくなります。そのため、すべての手数料について見直しを行い、経費に見合った金額とします。

７月１日から

問 市民課

問 収税課

問 広報広聴課

問 市民安全課

問 下水道業務課（℡ 22-0503）

《受益者負担の原則》　受益者負担の原則とは、行政サービスを特定の人が利用して利益を受ける場合、そのサー
　　　　　　　　　　ビス提供に要する経費は、利益を受けた人が負担すべきだという考え方です。



９５

墓　地
改葬許可証交付 通 ２００ ３００

墓地使用許可証再交付 件 ３００ ４５０

狂犬病予防

犬の登録 頭 ２，０００ ２，４００

犬の鑑札の再交付 件 １，０００ １，２００

狂犬病予防注射済票交付 件 ３５０ ５００

狂犬病予防注射済票再交付 件 ２００ ３００

種　類 手数料名称 単 位 現行料金（円） 新 料 金（円）

都市計画

市街化区域、市街化調整区域、用途地域証明 通 ２００ ３００

仮換地証明 通 ２００ ３００

既存宅地確認台帳記載事項証明 通 ０ ４００

農政関係

現況確認証明 件 ０ ３００

買受的確証明 件 ０ ３００

農地法第３条第１項の規定による許可証明 件 ０ ３５０

農地法第４・５条第１項の規定による許可証明 件 ０ ３００

農地法第４・５条の規定による許可を取り消されていないことの証明 件 ０ ３００

貸付地証明 件 ０ ３００

贈与税・相続税の納税猶予に関する適格者証明 件     ０ ３００

引き続き農業経営を行っている旨の証明 冊 ０ ３００

農業を営む者の証明手数料 枚 ２００ ３００

耕作に関する証明手数料 通 ２００ ３００

農用地区域内・区域外証明 筆 ２００ ３００

農業用施設用地証明手数料 通 ２００ ３００

鳥獣飼育 鳥獣飼養登録票の交付 通 ２，０００ １，１００

建設関係 道路幅員・管理証明 通 ５００ ７５０

廃棄物

一般廃棄物処理業許可 件 ３，０００ ４，２００

一般廃棄物処理業の範囲の変更許可 件 ３，０００ ４，２００

浄化槽清掃業許可 件 ３，０００ ４，２００

粗大ごみ処理 件 ５００ ７５０

あけの元気館 会員券再発行 件 ５００ ６５０

図書館
図書利用カード再発行（中央図書館） 件 ０ ４００

図書利用カード再発行（明野図書館） 件 ０ ４００

問 都市計画課（℡ 20-1178）、区画整理課（℡ 20-1181）

問 道路維持課（℡ 20-1174）

問 農政課（℡ 20-1161）

市民環境課問

問 あけの元気館（℡ 52-7111）

問 中央図書館（℡ 24-3530）、明野図書館（℡ 52-2466）

※一覧表は金額が変更になるものだけを掲載しました。詳しくは各担当課までお問い合わせください。
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市職員の給与と定員管理を公表します
市職員の給与は、国家公務員の給与を基本にして条例で定めています。市民の皆さんのご理解をい
ただくために公表します。なお、これは国基準様式のダイジェスト版です。総合版は、市ホームページ
http://www.city.chikusei.lg.jp でご覧ください。■問い合わせ　市総務課人事係 内線 322・323

歳出額（A） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ／ A）

16 年度の
人件費率

34,787,108 千円 2,159,931 千円 8,082,522 千円 23.2％ 22.1％

１　人件費の状況　平成１７年度普通会計決算

職員数
（A） 給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計（Ｂ） １人当り給与費
（Ｂ／ A）

901 人 3,664,415 千円 369,355 千円 1,468,735 千円 5,502,505 千円 6,107 千円

２　職員給与費の状況　平成１７年度一般会計決算

・人件費には、特別職に支給する給与、報酬を含みます。
・住民基本台帳人口（平成１8 年３月３１日）114,282 人

・職員手当には、退職手当は含みません。
・給与費は当初予算に計上した額で、特別会計と企業会計は含みません。

筑西市 県内平均 ※国家公務員の給与水準を 100 とした場合 の
地方公務員の給与水準を示す指数である。指数 96.9 96.9

３　ラスパイレス指数の状況　平成１８年４月１日

区分 筑西市 茨城県 国
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 354,872 円 46.7 歳 359,706 円 42.7 歳 328,477 円 40.4 歳

技能労務職 339,800 円 50.5 歳 349,608 円 47.2 歳 286,500 円 48.4 歳

４　職員の平均給料月額　平均年齢の状況　平成１８年４月１日

・特定幹部職員とは、部長相当職の職員です。
・職制上の段階等により加算措置（５％～ 17％）があります。

区分 筑西市 茨城県 国

一般行政職 大学卒 170,200 円 170,200 円 170,200 円

高校卒 138,400 円 138,400 円 138,400 円

技能労務職 高校卒 135,600 円 134,000 円 －

５　職員の初任給の状況　平成１８年４月１日

区分 経験年数１０年 経験年数１5 年 経験年数 20 年

一般行政職 大学卒 256,650 円 307,700 円 362,800 円

高校卒 235,700 円 287,725 円 321,000 円

技能労務職 高校卒 242,100 円 267,900 円 278,400 円

中学校卒 211,400 円 256,900 円 295,600 円

６　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　平成１８年４月１日

区分 １級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 計
職員数 ( 人 ) 30 53 188 179 90 87 19 16 662
構成比 (％ ) 4.5 8.0 28.4 27.1 13.6 13.1 2.9 2.4 100.0

７　一般行政職の級別職員数の状況　平成１８年４月１日

区分 特定幹部職員 特定幹部職員以外の職員
６月期 12 月期 計 ６月期 12 月期 計

期末手当 1.20 1.40 2.60 1.40 1.60 3.00
勤勉手当 0.925 0.925 1.85 0.725 0.725 1.45

８　職員手当の状況　

区分 筑西市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度額

　23.5　
　33.5　
　47.5　
　59.28

月分
月分
月分
月分

　30.55
　41.34
　59.28
　59.28

月分
月分
月分
月分

　23.5　
　33.5　
　47.5　
　59.28

月分
月分
月分
月分

　30.55
　41.34
　59.28
　59.28

月分
月分
月分
月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例
（2 ～ 30％加算）

定年前早期退職特例
（2 ～ 20％加算）

１人当たり平均支給額 17,112 千円 ―

　　退職手当　平成１８年４月１日

　　期末勤勉手当　平成１８年４月１日

・支給割合は、茨城県市町村総合事務組合の規定によります。
・１人当たりの平均支給額は、平成１7 年度退職職員（普通会計）に支給した平均額です。

 職員全体に占める手当支給職員の割合 16.65％

 支給対象職員１人当り平均支給年額 30.133 円

 手当の種類（手当数） １３

代表的な手当の名称 支給額の多い手当 市税業務
多くの職員に支給している手当 市税業務･福祉施設業務･保健指導業務

　　特殊勤務手当　平成１８年４月１日

区分 支給総額 職員１人当たり支給年額
平成 16 年度 106,275 千円 129 千円

平成 17 年度 132,964 千円 147 千円

　　時間外手当

区分 筑西市 国

扶養手当

配偶者 13,000 円

市と同じ
配偶者以外の扶養親族２人まで各 6,000 円・３人目から各 5,000 円
扶養親族でない配偶者を有する場合１人目の子等 6,500 円
配偶者がいない職員の扶養親族のうち１人目 11,000 円
満 16 歳の年度始めから満 22 歳の年度末までの子１人当たり加算額 5,000 円

住居手当
借家 限度額 27,000 円 市と同じ

持家
５年目まで 2,500 円 市と同じ
６年目以降 1,000 円 支給なし

通勤手当 バス等利用者 限度額 55,000 円 市と同じ
自家用車等利用者 限度額 24,500 円

　　その他の手当　平成１８年４月１日

区分 月額 区分 平成１７年度支給割合

給
料

市 長 909,000 円
期

末

手

当

市 長 ６月期 1.60 月分

助 役 736,000 円 12 月期 1.75 月分

収入役 670,000 円 助 役
収入役

６月期 1.60 月分

報
酬

議 長 367,000 円 12 月期 1.75 月分

副議長 332,000 円 議 長
副議長・議員

６月期 1.60 月分

議 員 312,000 円 12 月期 1.75 月分

９　特別職の給与・報酬の状況　平成１８年４月１日

区分 職員数 対前年
増減数 主な増減理由

一
般
行
政
部
門

議会
総務
税務
民生
衛生
農林水産

商工
土木

10
216
76

135
64
68
9

74

10
△ 24
△ 7
△７
△ 2
16

△ 2
0

事務局の設置
支所グループ制ほか

支所グループ制
支所グループ制
支所グループ制
農政事業推進ほか

本庁集約

小計 652 △ 16
特別行政部門

教育 216 △ 18 分室の廃止など

普通会計 計 868 △ 34
公
営
企
業
等
会
計
部
門

病院
水道
下水道
その他

159
35
21
70

△ 2
1

△ 3
4

退職など
専任次長
本庁集約
地域包括支援事業導入

小　計 285 0
合　　計 1,153 △ 34

10　部門別職員数の状況
　　平成１８年４月１日

※一般職の職員数は、休職者、派遣職員な
　どを含み、臨時・非常勤を除いています。

区分
17 年 18 年 18 ～

22 年
計

削減
目標値
（人）

計画
始期 1 年目

一般
行政

職員数 668 652 652 604
増減 △ 16 （25.0％） △ 64

教育
職員数 234 216 216 205
増減 △ 18 （62.1％） △ 29

公営
企業等

職員数 285 285 285 258
増減 0 （－％） △ 27

計
職員数 1,187 1,153 1,153 1,067
増減 △ 34 28.3％ △ 120

11　定員適正化計画
　　（18 ～ 22 年度）
①目標：総職員数の 10％削減（120 人）
②手法：社会変化に伴う行政需要を勘
　案し、組織の見直し、採用人員の抑制、
　事務事業の民間委託化を進めます。

支給率 １％ 国の制度 ３％

　　地域手当（平成 18 年度から新設）

12　定員管理の進捗状況
　　平成１８年４月１日

※（　％）内の数値は、定員適正化計
　画の削減目標値（平成２２年度）に対
　する進捗率を示します。
※教育部門は、教育長を含みます。



11 板谷波山の陶板が完成

板谷波山の陶板が完成

■霞ヶ浦・北浦地域清掃大作戦

　３月４日、宮山ふるさとふれあい公園近くを流
れる観音川で、第 67 回霞ヶ浦・北浦地域清掃
大作戦が実施されました。これは、霞ヶ浦・北浦
流域 21 市町村で構成する霞ヶ浦問題協議会が
提唱し行っているものです。当日は市民約 500
人が参加し、観音川周辺のごみ拾いを行いました。

■川島小学校屋内運動場が竣工

　３月９日、川島小学校屋内運動場の竣工式を
行いました。鉄筋コンクリート造２階建、延床面
積 1,214.54㎡で、工事費は２億 7,825 万円。
平成８年のダウンバースト（局地的な強い下降気
流）で被害を受けたうえ、老朽化で傷みの激しかっ
た旧屋内運動場を全面建替したものです。

■下館消防署と協和分署に新消防車両

　３月 15 日、市役所駐車場で、筑西広域市町
村圏事務組合消防本部による消防車両の納車
式が行われました。下館消防署に消防広報車が、
協和分署に消防ポンプ車が納められました。

メ　モ

筑西市出身の陶芸家・板谷波山（名誉市民・文化勲章受章者）

とその代表作のひとつ葆
ほ

光
こう

彩
さい

磁
じ

瑞
ずい

花
か

鳳
ほう

凰
おう

文
もん

様
よう

花
か

瓶
びん

を紹介す
る陶板が、下館駅北口、駅前通りの結城信用金庫前に完成し
ました。街なみ環境整備事業（国庫補助事業）として、筑西
ゆかりの洋画家・青木繁の陶板に続いて設置したものです。

まちなか美術館
お散歩マップ

問い合わせ
都市整備課℡ 20-1182

アルテリオ／
しもだて美術館

羽黒神社

板谷波山記念館

筑西しもだて
合同庁舎

市民会館

市役所

スピカ

下館駅

立体駐車場

駅
前
通
り

青木 繁
『海の幸』（写真上）
『大穴牟知命』（写真下）
石橋財団石橋美術館所蔵

青木 繁
『わだつみのいろこの宮』

石橋財団石橋美術館所蔵

青
木 

繁

『
日
本
武
尊
』

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵

板谷 波山
『葆光彩磁瑞花鳳凰文様花瓶』

出光美術館所蔵
国道 50 号

街なみに潤いと彩りを　　まちなか美術館▼▼



あ
ら
か
る
と

筑
西

暮
ら
し
を
考
え　

ま
ち
を
知
り
た
い　

み
ん
な
の
広
場

12

　

３
月
４
日
、
下
館
運
動
場
多
目
的
広
場

で
、
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
選
手
の
松ま

つ

木き

安や
す

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
49
歳
）
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
読
売
新
聞
東
京

本
社
な
ど
が
主
催
し
た
も
の
で
、
市
内
の

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
７
チ
ー
ム
、

小
学
生
約
１
４
０
人
が
参
加
。
松
木
さ
ん

は
、「
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
心
が
ま
え
を
説
き
、
基
本
技

術
な
ど
を
熱
心
に
指
導
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
下
館
小
４
年
の
向

む
こ
う

田だ

晃こ
う

士し

く
ん
（
あ

し
か
び
Ｆ
Ｃ
所
属
）
は
、「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
将
来
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
り
た

い
で
す
」
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

元日本代表・松木安太郎さんを迎えて 小学生サッカー教室

　

筑
西
市
名
誉
市
民
で
文
化
勲
章
受
章
者

の
陶
芸
家
・
板い

た

谷や

波は

山ざ
ん

（
明
治
５
年
～
昭

和
38
年
）の
誕
生
日
に
あ
た
る
３
月
３
日
、

ア
ル
テ
リ
オ
で
、『
第
４
回
波
山
の
夕
べ
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、『
下
館
・

時
の
会
』（
会
長
＝
一い

ち

木き

努つ
と
むさ
ん
）
が
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
波
山

の
孫
の
板い

た

谷や

駿し
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
（
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
長
）が
講
演
を
行
い
、

夜
通
し
で
窯
焚
き
を
手
伝
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
披
露
。
ま
た
、
波
山
が
出
演
し

た
昭
和
25
年
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
流
し
、
筑

波
山
の
見
え
る
場
所
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え

た
経
緯
や
、
お
米
を
買
う
た
め
に
羽
織
を

売
っ
た
話
な
ど
を
語
る
、
貴
重
な
肉
声
を

紹
介
し
ま
し
た
。
後
半
で
は
、
駿
一
さ
ん

の
姉
・
村む

ら

田た

あ
き
子こ

さ
ん
、
出
光
美
術
館

学
芸
員
の
荒あ

ら

川か
わ

正ま
さ

明あ
き

さ
ん
と
と
も
に
語
り

合
い
、
孤
高
の
陶
芸
家
を
偲
び
ま
し
た
。

祖父・波山の思い出を語る 下館・時の会が『波山の夕べ』を開催

　

下
館
寿
司
商
組
合（
横
田
博
之
組
合
長
）

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
こ
と
ぶ
き
荘
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
が
、
３
月
６
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
活
動
は

今
年
で
33
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
日
は
９
人
の
お
寿
司
屋
さ
ん
た
ち

が
、
ま
ぐ
ろ
や
は
ま
ち
、
え
び
な
ど
の
生

寿
司
や
太
巻
き
、
あ
ら
汁
な
ど
を
手
際
よ

く
作
り
、
入
所
者
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

組
合
長
の
横
田
さ
ん
が
「
来
年
も
必
ず

来
ま
す
。
お
寿
司
を
食
べ
て
、
１
年
間
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。

色
と
り
ど
り
の
お
寿
司
に
、
入
所
者
か
ら

は
明
る
い
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

いつまでもお元気で 下館寿司商組合が老人ホームを慰問



13 おでかけガイド／わが家のアイドル

筑西あらかると

 ぼくたち・わたしたち １歳になりました

平成 18 年６月生まれのお子さんの写
真を募集しています。写真裏面に①
お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・
性別 ②保護者氏名・郵便番号・住所・
電話番号を明記し、４月 27 日（金）
までに広報広聴課へ。応募者多数の
場合は抽選とします。

５/６ まで（日） やなせたかしの世界展
酒田市美術館［酒田市℡ 0234‐31‐0095］開館時間 午前
９時～午後５時　一般 700 円　高大生 350 円　小中生無料
アンパンマンの大原画や絵本原画、陶器などを展示

詳細は変更になる場合があります。事前に確認しておでかけください。

（日）７/１ まで 日本の近代陶芸　ー東西作家の競宴ー

泉
せん

屋
おく

博古館［京都市℡ 075‐771‐6411］ 開館時間　午前
10 時～午後４時 30 分　月曜休館　一般 730 円　学生 520
円　小中学生 310 円　板谷波山の作品が展示されます。

アイドル募集

小
こ

 林
ばやし

 陽
ひ

 菜
な

 ちゃん

４月 28日生 （玉戸）
大
おおはた

畑 日
ひ よ り

陽里 ちゃん

４月28日生（松原）
中
なか

 野
の

 陽
ひ

 菜
な

 ちゃん

４月 28日生 （中上野）
柴
しば

  夢
ゆ の あ

永愛 ちゃん

４月 30日生 （幸町）

福
ふく

 森
もり

 友
ゆう

 愛
あ

 ちゃん

４月 13日生 （下岡崎）
坂
さか

 入
いり

 煌
こう

 基
き

 くん

４月11日生（下中山）
青
あお

 柳
やぎ

 陽
はる

 人
と

 くん

４月 18日生 （伊佐山）
大
おお

 関
ぜき

 花
は

 奈
な

 ちゃん

４月 18日生 （榎生）
塚
つか

 田
だ

 夢
ゆ

 叶
な

 ちゃん

４月 22日生 （村田）
吉
よし

 江
え

 麻
ま

 桜
お

 ちゃん

４月 23日生 （倉持）

塚
つか

 田
だ

 航
こう

 平
へい

 くん

４月４日生 （関本下）
保
ほ

 科
しな

 愛
まな

 斗
と

 くん

４月３日生（樋口）
茶
ちゃ

 花
ばな

 麗
れい

 椰
な

 ちゃん

４月４日生 （玉戸）
中
なか

 原
はら

 結
ゆ

 衣
い

 ちゃん

４月４日生 （小栗）
大
お お わ だ

和田 耀
か い

一 くん

４月８日生 （深見）
久
く

 米
め

 悠
ゆう

 千
ぜん

 くん

４月 11日生 （玉戸）

６/ ３（日） ロシア・ナショナル管弦楽団
茨城県立県民文化センター［水戸市℡ 029‐241‐1166］開
演 午後３時 Ｓ席 10,000 円 Ａ席 9,000 円 B 席 8,000 円 学生
2,000 円 ピアノ：上原彩子（2002 年チャイコフスキーコンクール1 位）

６/17 まで（日） 企画展　ありんこアントの大冒険
茨城県自然博物館［坂東市℡ 0297‐38‐2000］ 開館時間
午前 9 時 30 分～午後５時　月曜休館　大人 720 円　高大
生 440 円　小中生 140 円　土の中の生きものを探せ！

４/18 ～6/17（水） 　　　（日） 野口雨情生誕 125 年記念特別企画展　雨情と晋平
北茨城市歴史民俗資料館［北茨城市℡ 0293‐43‐4160］ 
開館時間　午前 9 時～午後 4 時 30 分　大人 300 円　学
生 100 円　詩人・野口雨情と作曲家・中山晋平の作品を紹介

４/10     ～　（日）（火）　15 日本工芸会東日本支部　伝統工芸新作展
日本橋三越本店新館７階ギャラリー［東京都中央区℡ 03‐
3241‐3311］開館時間　午前 10 時～午後７時 30 分　入
場無料　関東・甲信越・東北・北海道在住作家による作品（金
工・陶芸・人形・諸工芸・染織・漆芸・木竹工）を紹介。
筑西市在住の漆工芸家・大西勲さんの作品が展示されます。
■ギャラリートーク（陳列品解説）
４月11日（水）午後０時 30 分～
【陶芸】解説：荒川正明さん（出光美術館主任学芸員）

４/４ 三瓶コレクション　布が伝える和のこころ展
とちぎ蔵の街美術館［栃木市℡ 0282‐20‐8228］開館時間 
午前 9 時～午後 5 時 月曜休館 一般 500 円 小中生 200 円 
日本の伝統美を伝える着物、ふろしき、百徳、古袱紗を紹介

～6/10（水） 　　　（日）

（日）
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　３月３日、関本神社境内の神楽殿で、太太
神楽（市指定無形民俗文化財）が行われました。
この神楽は同神社に古くから伝わるもので、毎
年、春（３月３日）と秋（11 月 23 日）の大祭
に奉奏されています。この日も地域住民など
が見守るなか、第１座の五行の舞から第８座
の岩戸開きの舞まで、８つの座が舞われました。

関本神社の太太神楽
守り続ける伝統の舞

スナップ

目
標
は
、
も
ち
ろ
ん
優
勝

全
国
大
会
で
最
高
の
思
い
出
を
作
り
た
い

人輝く

全
国
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
に
出
場

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
た
の
は
中
学
生
の
時
。
父
が
地

区
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
か
っ

こ
い
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
野
球

よ
り
も
塁
間
が
短
く
、
素
早

い
プ
レ
ー
が
求
め
ら
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
。
そ
こ
が
お
も
し
ろ

い
し
、
楽
し
い
で
す
ね
。
県

大
会
で
は
、
前
回
勝
て
な

か
っ
た
土
浦
日
大
高
に
勝
ち
、

優
勝
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
も
小
島
監
督
の
指
導
の

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
全

国
大
会
で
は
一
戦
一
戦
を
大
切
に
戦
っ
て
、
思
い
出

に
残
る
大
会
に
し
た
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
た

の
は
、
県
立
下
妻
第
二
高
等
学
校
３
年
の
樋
口
怜
士

く
ん
。
樋
口
く
ん
が
副
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
昨
年
11
月
に
桜
川
市
で
行
わ

れ
た
『
全
国
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
茨

城
県
予
選
会
』
で
見
事
優
勝
。
３
月
17
日
か
ら
静
岡

県
富
士
宮
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
選
抜
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ト
を
守
る
２
年
生
の
箱
守
研
二
郎
く
ん
は
、

「
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
の
で
入
部
し
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
に
み
ん
な
仲
が
良
く
、
練
習
も

楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
全
国
大
会
で
は
、

ミ
ス
を
な
く
し
、
練
習
の
成
果
を
き
ち
ん

と
出
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
全
国
に
は
す
ご
い
選
手
が
い
っ

ぱ
い
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
選
手
の
い
い

プ
レ
ー
を
学
ん
で
、
次
に
つ
な
が
る
よ
う

な
試
合
を
し
た
い
で
す
ね
。
や
る
か
ら
に

は
上
を
目
指
し
ま
す
。目
標
は
優
勝
で
す
」

と
、
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

右 

樋ひ

口ぐ

ち 

怜さ

と

士し

く
ん
（
宮み

や

後ご

）

左 

箱は

こ

守も

り 

研け

ん

二じ

郎ろ

う

く
ん
（
関せ

き

舘た
て
）



15 市民記者のページ

昨年度このページを担当した10 人の市民記者が、取材活動や月1 回の市民記者会議などで得た感想を掲載します。

　

現
役
を
引
退
し
て
３
年
目
に

入
っ
た
。
こ
の
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
を

試
み
、
市
の
事
業
に
も
い
く
つ
か

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
市
民

記
者
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
各

記
者
が
年
に
１
回
の
記
事
掲
載
だ

が
、
テ
ー
マ
選
び
に
は
難
儀
す
る
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
「
へ
ー
」
と

新
鮮
な
驚
き
を
覚
え
る
よ
う
な
こ

と
を
取
り
上
げ
た
つ
も
り
だ
が
、

さ
て
そ
の
結
果
の
ほ
ど
は
。

稲
いな

葉
ば

  寛
ひろし

（中上野）

　

市
民
記
者
２
年
目
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
か
ら
色
々
な
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。『
ま
ち
づ

く
り
会
議
』
に
も
参
加
し
、
市
民

の
立
場
か
ら
提
言
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
は
行
政
と
市
民

と
の
共
働
社
会
の
実
現
に
向
け
て

活
動
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
記
者
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
地
域

の
話
題
や
広
く
み
な
さ
ん
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
お

島
じま

  邦
くに

光
みつ

（蓮沼）

　

市
民
記
者
会
議
も
回
を
重
ね
る

ご
と
に
、
和
気
藹あ

い

々あ
い

と
し
た
中
で

自
由
に
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
り
ひ
と
り

が
様
々
な
分
野
に
関
心
を
持
ち
、

市
民
の
立
場
で
記
事
に
で
き
た
こ

と
は
、
取
材
を
通
し
て
多
く
の

方
々
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
人
に
や
さ
し
い
ま
ち『
筑
西
市
』

が
築
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 深

ふか

見
み

  恭
きょう

子
こ

（村田）

　

筑
西
市
誕
生
よ
り
２
年
の
歳
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
市
民
記
者
会
議

を
通
じ
、私
の
住
む
下
館
以
外
の
、

明
野
や
関
城
、
協
和
地
区
に
住
む

市
民
の
活
動
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
充
実
し
た
１
年
間

で
し
た
。
市
誕
生
１
周
年
記
念
で

市
役
所
駐
車
場
に
植
樹
し
た
、
４

本
の
桜
の
木
に
咲
く
美
し
い
花
の

よ
う
に
、
人
々
が
心
豊
か
で
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
誇
り
高
い
市
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 廣

ひろ

瀬
せ

  住
すみ

子
こ

（玉戸）

　

市
民
記
者
と
し
て
の
１
年
間

で
、
各
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
や
素
晴
ら
し
い
自
然
に
つ
い
て

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
記
事
を

書
く
に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
た
め
て

市
内
を
見
回
し
、
自
分
の
住
む
筑

西
市
に
よ
り
関
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
生
ま
れ
育

つ
子
ど
も
た
ち
が
「
こ
の
ま
ち
大

好
き
」
と
思
え
る
よ
う
な
筑
西
市

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

岩
いわ

渕
ぶち

  祐
ゆう

子
こ

（蓮沼）    

　

小
さ
な
町
か
ら
大
き
な
市
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
丸
２
年
。
市
民
記

者
と
し
て
研
修
や
取
材
を
通
じ
、

筑
西
の
歴
史
や
文
化
な
ど
に
触
れ
、

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
様
々
な
人
と
の
関
わ
り
は
、

私
に
と
っ
て
一
生
の
財
産
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
今
以
上
に
、
恵

ま
れ
た
自
然
、
素
晴
ら
し
い
芸
術

文
化
を
大
切
に
し
て
、
市
民
が
心

豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
願
っ
て
い
ま
す
。

箱
はこ

守
もり

  まり子
こ

（関舘）

　

慣
れ
親
し
ん
だ
下
館
市
か
ら“
新

星
”
筑
西
市
へ
。
激
動
す
る
市
政

を
勉
強
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ

と
、
ま
た
、
取
材
に
快
く
応
じ
て

く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
に
、
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。
地
方
行
政
充

実
の
た
め
行
わ
れ
た
合
併
。
そ
の

成
果
を
知
る
に
は
ま
だ
時
間
が
必

要
な
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、

活
気
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
市
民
の
一
人
と
し

て
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
わた

辺
なべ

  明
あけ

美
み

（岡芹）

　

今
年
度
、
初
め
て
市
民
記
者
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
経
験
の
で
き
な
い
こ
と

な
の
で
、あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を

テ
ー
マ
に
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル『
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

を
取
材
し
、
子
ど
も
の
笑
顔
は
何

よ
り
の
宝
だ
と
あ
ら
め
て
実
感
し

ま
し
た
。こ
の
宝
を
大
切
に
、ま
っ

す
ぐ
に
育
て
て
い
け
る
筑
西
市
に

な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 渡

わた

辺
なべ

  理
り

恵
え

（蒔田）

　

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
『
梨り

想そ
う

の
会
』
の
み
な
さ
ん
と
の
出
会

い
。
特
集
『
筑
西
の
歴
史
を
訪
ね

て
』
を
読
ま
れ
た
『
筑
西
市
を
知

り
た
い
下
館
女
性
学
級
生
』
20
名

に
関
城
の
史
跡
案
内
を
依
頼
さ
れ
、

地
域
の
こ
と
を
お
話
で
き
た
喜
び
。

思
い
出
に
残
る
１
年
で
し
た
。
歴

史
や
文
化
を
学
び
あ
う
な
ど
仲
間

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
交
流
を

深
め
、
益
々
夢
の
広
が
る
筑
西
市

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。渡

わた

邉
なべ

  千
ち

代
よ

子
こ

（黒子）

　

市
民
記
者
と
い
う
大
事
な
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
私
な
り

に
大
変
勉
強
に
な
り
、
視
野
が
広

が
り
ま
し
た
。
普
段
は
な
か
な
か

行
け
な
い
施
設
な
ど
も
見
学
で
き
、

教
養
が
高
ま
り
ま
し
た
。
市
内
に

は
私
の
知
ら
な
い
場
所
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
今
後
も
色
々
な
と
こ
ろ

を
散
策
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
新

市
と
な
り
３
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

さ
ら
に
立
派
な
市
に
な
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

須
す

藤
とう

  いち子
こ

（谷中）



　

平
成
19
年
１
月
14
日
以
前
か
ら
投
票
日

（
又
は
期
日
前
投
票
を
す
る
日
）
ま
で
引
き

続
き
筑
西
市
に
住
民
登
録
を
し
て
住
ん
で
い

る
人
で
昭
和
62
年
４
月
23
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
（
選
挙
権
停
止
な
ど
の
欠
格
事
項
に
該

当
す
る
人
を
除
き
ま
す
。）

▼
告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）
＝
４
月
15
日

（
日
）　

▼
投
票
日
＝
４
月
22
日
（
日
）　

▼

投
票
時
間
＝
午
前
７
時
〜
午
後
６
時　

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、出
産
予
定
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
で
投
票
所
に
行
け
な
い

人
は
、
入
場
券
が
届
く
前
で
も
、
次
の
期
間

に
宣
誓
書
な
ど
の
手
続
き
を
し
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

▼
期
間
＝
４
月
16
日
（
月
）
〜
21
日
（
土
）

▼
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時　

▼

場
所
＝
（
次
の
ど
こ
で
も
投
票
で
き
ま
す
）

○
市
役
所
本
庁
玄
関
ホ
ー
ル　

○
市
立
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
施
設
第
１
会
議
室

（
関
城
支
所
敷
地
内
）　

○
明
野
支
所
１
階
会

議
室　

○
協
和
支
所
１
階
談
話
室

■
問
い
合
わ
せ

　

市
選
挙
管
理
委
員
会　

内
線
３
３
１

▼
移
転
先
＝
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
旧
養
蚕
支
店

（
下
中
山
４
０
７
番
地
４
）　

▼
職
員
＝
Ｊ

Ａ
・
市
職
員
・
集
荷
業
者　

▼
業
務
＝
米
の

数
量
調
整
（
転
作
）、
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
な
ど
、
Ｊ
Ａ
・
市
・
集
荷
業
者
が
一

体
と
な
り
、『
新
た
な
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
』

へ
の
円
滑
な
移
行
を
進
め
て
い
き
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
水
田
農
業
振
興
室
）　

　

TEL
　

23
　

１
８
０
０

　

ＦＡＸ
　

25
　

２
７
５
５　

区　
　
　

分

現
行
（
月
額
）

改
正
後
（
月
額
）

０
〜
３
歳

未
満

第
１
子
・
第
２
子

５
，０
０
０
円

１
０
，０
０
０
円

第
３
子
以
降

１
０
，０
０
０
円

１
０
，０
０
０
円

３
歳
以
上

第
１
子
・
第
２
子

５
，０
０
０
円

５
，０
０
０
円

第
３
子
以
降

１
０
，０
０
０
円

１
０
，０
０
０
円

▼
改
正
時
期
＝
４
月
１
日
（
日
）
〜　

▼
今

回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
の
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
家
庭
課
家
庭
福
祉
係

　

内
線
２
２
３
・
２
２
７

▼
供
用
開
始
時
期
＝
４
月
１
日
（
日
）
〜　

▼
供
用
開
始
区
域
＝
門
井
・
新
治
・
細
田
・

小
川
・
女
方
・
伊
佐
山
・
海
老
ヶ
島
・
松
原
・

関
本
分
中
・
関
本
上
・
関
本
上
中
・
関
本
中
・

関
本
下
・
板
橋
・
花
橋
・
犬
塚
・
辻
の
各
一

部　

※
１
年
以
内
に
接
続
工
事
を
し
た
場
合

は
、
工
事
費
の
3
／
20
以
内
で
最
大
３
万
円

の
報
償
金
を
支
給
し
ま
す
。
接
続
工
事
は
指

定
工
事
店
で
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
業
務
課
（
ス
ピ
カ
分
庁
舎
３
階
）

　

TEL
　

22
　

０
５
０
３　

▼
開
設
日
＝
４
月
２
日
（
月
）　

▼
場
所
＝

ス
ピ
カ
分
庁
舎
３
階　

▼
業
務
内
容
＝
上
下

水
道
料
金
検
針
、
徴
収
、
開
閉
栓
業
務　

▼

委
託
業
者
名
＝
常
陽
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会

社　

※
検
針
員
は
、
常
時
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
検
針
の
際
に
は
提
示

を
求
め
て
く
だ
さ
い
。
▼
業
務
時
間
＝
平
日

お
よ
び
土
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分　

※
お
客
様
セ
ン
タ
ー
で
行
う
業
務

以
外
は
、
通
常
ど
お
り
市
水
道
業
務
施
設
課

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
関
城
・
明
野
・
協
和
水
道
事
務
所
で
の
上

下
水
道
料
金
徴
収
は
行
い
ま
せ
ん
。
納
付
書

で
の
納
入
に
つ
い
て
は
各
支
所
会
計
課
で
取

り
扱
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
市
上
下
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
（
ス
ピ
カ
分
庁
舎
３
階
）

　

TEL
　

22
　

０
５
０
５

2007.4.12007.4.1

筑
西
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
事
務
局

（
水
田
農
業
振
興
室
）
が
移
転

児
童
手
当
制
度
の
改
正

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
の

お
知
ら
せ

筑
西
市
上
下
水
道
お
客
様
セ
ン

タ
ー
を
開
設

▲
▲
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改
修
工
事
が
完
了
し
４
月
１
日
（
日
）
よ

り
開
園
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
来
園
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所
＝
筑
西
市
蓬
田
地
内　

▼
対
象
魚
＝

コ
イ
、フ
ナ　

▼
休
園
日
＝
毎
週
月
曜
日（
祝

日
の
場
合
は
翌
日
）　

▼
入
園
料
＝
無
料
、

貸
し
竿
、
え
さ
な
ど
は
用
意
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
▼
注
意
＝
釣
っ
た
魚
は
持
ち
帰
れ
ま
せ

ん
の
で
、
リ
リ
ー
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
10
歳

未
満
の
人
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
釣
り
堀
公
園
は
、
自
然
を
生
か
し
た

施
設
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
る
と
と
も
に
、
ご

み
の
持
ち
帰
り
や
清
掃
活
動
に
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。　
　

■
問
い
合
わ
せ

　

市
協
和
総
務
課　

TEL
　

57
　

２
５
１
１

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
を
希
望
す

る
人
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
講
習
会
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
（
募
集
人
員
・
先
着
順
）
＝
①
4
月

10
日
・
17
日
・
24
日
の
各
火
曜
日　

午
前
11

時
〜
正
午　

②
4
月
13
日
・
20
日
・
27
日
の

各
金
曜
日　

午
後
８
時
〜
９
時　

③
4
月
15

日
の
日
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
費
用
＝
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）　

▼
場

所
＝
下
館
総
合
体
育
館　

▼
必
要
品
＝
体
育

館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の
で
き
る
服
装　

▼

申
し
込
み
＝
4
月
6
日
（
金
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
で
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ　

※

各
回
先
着
10
人
（
１
回
の
申
し
込
み
で
２
人

ま
で
受
付
可
）

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
下
館
総
合
体
育
館
内
）　 

　

TEL
　

28
　

５
０
４
０

　

最
近
、
各
地
で
消
火
器
の
不
正
な
訪
問
販

売
や
訪
問
点
検
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
事
業

所
や
工
場
、
一
般
家
庭
に
点
検
業
者
と
名
乗

る
者
が
言
葉
巧
み
に
署
名
さ
せ
高
額
な
料
金

を
請
求
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
消
防
署　

TEL
　

24
　

４
５
０
４

　

関
城
分
署　
　

TEL
　

37
　

２
４
４
４

　

明
野
分
署　
　

TEL
　

52
　

１
５
８
１

　

協
和
分
署　
　

TEL
　

57
　

３
４
７
９

　

制
服
着
用
で
腕
章
、
写
真
入
り
調
査
員
証

を
つ
け
た
調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
物
品
な
ど
の
販

売
や
金
銭
な
ど
を
要
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。
▼
４
月
の
調
査
＝
吉
田
、
下
川

中
子
、
竹
垣
、
大
林
、
古
内
、
西
保
末
、
稲

荷
、
木
戸
、
梶
内
、
辻
、
黒
子
、
井
上　

▼
訪
問
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ　

　

財
団
法
人
関
東
電
気
保
安
協
会

　

下
館
事
業
所　

TEL
　

22
　

５
５
２
５

▼
日
時
＝
４
月
29
日
（
祝
）
午
前
９
時
〜
午

後
３
時　

▼
場
所
＝
県
西
総
合
公
園
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前
広
場　

▼
主
な

催
＝
親
子
体
験
花
壇
作
り
な
ど
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
竹
細
工
、
緑
化
相
談
、

植
木
市
、
風
船
・
花
の
種
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
無
料
配
布
、
野
菜
の
即
売
、
そ
の
他
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
）、
有
料
公
園
施
設
の
無
料
開
放
（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み
】

▼
受
付
期
間
＝
４
月
７
日（
土
）〜
17
日（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

▼
募
集
人
員

＝
１
２
０
組
（
抽
選
受
付
、 
※
家
庭
か
ら
で

た
不
用
品
に
限
り
ま
す
。
業
者
不
可 

）　

▼

抽
選
日
＝
４
月
20
日
（
金
）
午
前
11
時
〜

■
問
い
合
わ
せ　

　

県
西
総
合
公
園
管
理
事
務
所

　

TEL
　

57
　

５
６
３
１　

　

筑
西
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
が
、
親
子

で
学
び
、
楽
し
く
遊
べ
る
子
育
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
４
月
24
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー　

▼
対
象
＝
１
歳
か
ら
６
歳
の
幼
児

と
保
護
者　

▼
内
容
＝
ハ
イ
キ
ン
グ
と
外
遊

び
（
周
辺
公
園
）　

▼
募
集
人
数
＝
30
組
程

度　

▼
申
込
＝
４
月
17
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会

　

下
館
支
部　

関
根　

TEL　
22　

５
９
４
８

▼
日
時
＝
４
月
14
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３

時　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館
・
図
書
室　

 

▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護
者 

▼
内
容
＝
絵
本
『
ふ
っ
て
き
ま
し
た
』『
あ

な
た
を
ず
っ
と
ず
っ
と
あ
い
し
て
る
（
テ
ィ

ラ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ
）』、
紙
芝
居
『
ど

く
の
は
い
っ
た
か
め
』『
も
も
た
ろ
う
』

■
問
い
合
わ
せ

　

夢
く
ら
ぶ　

小
川　

TEL
　

37
　

３
５
５
６

　
▼
日
時
＝
４
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

協
和
釣
り
堀
公
園
を
開
園

下
館
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
利
用
者
講
習
会

消
火
器
の
不
正
な
取
引
に
注
意

左記以外の者
50,000 円
30,000 円
30,000 円
30,000 円
10,000 円
30,000 円
20,000 円

圏域住民
5,000 円
3,000 円
2,000 円
2,000 円
500 円

2,000 円
2,000 円

区　　　分
12 歳以上の者
12 歳未満の者

死胎児
死後 10 年未満
死後 10 年以上

身体の一部
産じょく汚物の類

改葬遺体

火葬
（１体につき）

焼却（１包 30
㎏以内につき）

きぬ聖苑使用料（火葬料金）徴収先の変更
　現在、筑西市で徴収しているきぬ聖苑の使用料（火葬料金）
は『きぬ聖苑の設置及び管理等に関する条例の一部改正』に
伴い、きぬ聖苑窓口で徴収します。▲

実施日：平成 19 年４月１日〜　
■問い合わせ　きぬ聖苑　TEL　33 ー６６３５
○火葬使用料

読
み
聞
か
せ
（
関
本
公
民
館
）

電
気
設
備
の
安
全
調
査

春
季
都
市
緑
化
祭
り

親
子
で
学
び
、
楽
し
く
遊
ぶ
子
育

て
支
援
イ
ベ
ン
ト

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）
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〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室　

▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護

者 
▼
内
容
＝
絵
本
朗
読
『
く
ま
さ
ん
に
で

あ
っ
た
』『
ぞ
う
む
し
く
ん
が
ん
ば
る
』、
紙

芝
居
『
つ
る
と
か
め
』、
歌
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

読
み
聞
か
せ
の
会
・
て
る
て
姫

　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
４
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室
▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護
者

▼
内
容
＝
絵
本
『
も
こ
、
も
こ
も
こ
』
紙
芝

居
『
大
き
く
な
り
た
い
』、
絵
か
き
う
た
、

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

協
和
お
は
な
し
会

　

岩
渕　

TEL
　

57
　

４
４
９
８

▼
日
時
＝
４
月
26
日
（
木
）　

午
前
10
時
30

分
〜　

▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園　

▼
対
象

＝
０
歳
〜
４
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

▼

テ
ー
マ
＝
お
と
も
だ
ち　

▼
内
容
＝
絵
本

『
き
れ
い
な　

は
こ
』『
99
ひ
き
の
き
ょ
う
だ
い
』

■
問
い
合
わ
せ　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　

栗
原　

 

TEL
　

24
　

８
０
７
０

▼
日
時
＝
４
月
19
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
た
か
の
す
公
園（
雨
天
時
は
、

い
ず
み
保
育
園
・
な
か
よ
し
る
ー
む
）　

▼

対
象
＝
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者　

▼
内
容

＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、リ
ズ
ム
体
操
、ゲ
ー

ム
、
ほ
か　

■
問
い
合
わ
せ　

　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　

栗
原　

TEL 

24
　

８
０
７
０

▼
日
時
＝
４
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
う
ず
ら
ち
ゃ
ん
の
か
く
れ
ん

ぼ
』
紙
芝
居
『
お
べ
ん
と
う
な
あ
に
』
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

　

野
ば
ら
の
会　

　

小
薬  

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
テ
ー
マ
＝
い
き
い
き
楽
し
い
子
育
て　

▼

日
時
＝
４
月
19
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
・
和
室　

▼

講
師
＝
（
社
）
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協

会　

平
石
喜
美
子　

▼
入
場
無
料
・
託
児
可

■
問
い
合
わ
せ

　

平
石　

TEL
　

24
　

７
７
９
７

▼
①
天
声
人
語
＝
朝
日
新
聞
社　

90
分
４
本

②
ニ
ッ
ポ
ン
人
へ
の
曲
言
パ
ー
ト
１
＝
イ
ハ

ヤ
・
マ
ン　

90
分
５
本　

③
佐
賀
の
が
ば
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
＝
島
田
洋
七　

90
分
２
本　

▼

対
象
者
＝
視
覚
障
害
者
、
寝
た
き
り
の
人
、

視
力
の
落
ち
た
高
齢
者
な
ど
。
テ
ー
プ
は
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
無
料
貸
出
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

野
ば
ら
の
会　

　

小
薬  

TEL
　

22
　

４
３
６
９

　

つ
く
ば
ウ
ェ
ス
ト
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

　

青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

▼
日
時
＝
４
月
21
日
（
土
）
開
場
午
後
１
時

30
分
〜　

開
演
２
時　

▼
入
場
＝
無
料　

▼

場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
１
階
集
会
室　

▼
指
揮

＝
佐
々
木
康
晋　

▼
演
奏
＝
竹
島
小
学
校
＆

下
館
一
高
ス
ト
リ
ン
グ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

▼

演
奏
曲
＝
バ
ッ
ハ
、
Ｊ
・
Ｃ
・
Ｆ
バ
ッ
ハ
、

茨
城
三
歌
人
（
長
塚
節
、
横
瀬
夜
雨
、
野
口

雨
情
）
の
唄
、
マ
ス
ネ
ー
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

▼
特
別
出
演
＝
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ロ
ー
ラ

■
問
い
合
わ
せ　

　

つ
く
ば
ウ
ェ
ス
ト
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
協
力
会

　

佐
々
木
TEL
０
２
９
７

４
２

４
６
０
１

▼
日
時
＝
４
月
13
日
（
金
）・
14
日
（
土
）・

15
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

※ 

15
日
は
搬
出
の
た
め
午
後
４
時
ま
で　

▼
場

所
＝
市
民
会
館
・
中
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

　

増
渕　

TEL
　

22
　

４
７
１
８

　

付
近
の
梨
畑
か
ら
筑
波
山
を
望
む
コ
ー
ス

を
め
ぐ
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
、
各
種
催
し
物

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

 

▼
日
時
＝
４
月
14
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

▼
場
所
＝
筑
西
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
会
場
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
開
催

■
問
い
合
わ
せ　

　

梨
想
の
会

　

横
島　

TEL
　

37
　

３
１
９
５

　

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ

り
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
飼
お

う
と
い
う
人
の
た
め
に
『
犬
の
し
つ
け
方
教

室
』
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
４
月
29
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

※
雨
天
時
は
６
月
24
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

▼
場
所
＝
市
役
所
駐
車
場　

▼
持
参
物
＝
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
排
便
時
の
始
末

に
必
要
な
も
の
。　

▼
費
用
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

　

ア
ニ
マ
ル
ラ
イ
フ
高
橋

　

TEL
　

52
　

２
６
１
８

▼
日
時
・
テ
ー
マ
＝
５
月
９
日
（
水
）
…
リ

ズ
ム
で
あ
・
そ
・
ぼ　

５
月
16
日
（
水
）
…

ふ
わ
ふ
わ
シ
ャ
ボ
ン
玉　

５
月
23
日
（
水
）

…
バ
イ
キ
ン
マ
ン
を
や
っ
つ
け
ろ
！　

▼
時

間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　
　

▼
募

集
人
数
＝
先
着
各
30
組　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
16
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
、
下
館
子
育
て
支
援

春
の
山
野
草
展

犬
の
し
つ
け
方
教
室

ス
コ
ー
レ
母
親
講
座

朗
読
・
録
音
テ
ー
プ

第
１
回
梨
の
花
ま
つ
り

第
５
回
定
期
演
奏
会

あ
お
ぞ
ら
ほ
い
く

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

５
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

絵
本
と
ふ
れ
あ
い
会

読
み
が
た
り

協
和
お
は
な
し
会（
協
和
公
民
館
）
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セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
＊
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の
は
、
市

内
在
住
の
０
歳
〜
６
歳
ま
で
の
未
就
園
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
す
。
※
初
め
て
の
人
は
、

利
用
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑

持
参
）
電
話
の
場
合
、
印
鑑
は
後
日
持
参
。

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

▼
日
時
＝
４
月
〜
平
成
20
年
３
月　

第

２
・
４
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

※
た
だ
し
、
第
一
回
は
４
月
22
日
（
日
）
に

行
い
ま
す　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
・
練
習
室　

▼
対
象
＝
年
中
児
〜

小
学
生
（
小
学
２
年
生
以
下
は
練
習
時
に
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）　

▼
募
集
人

数
＝
先
着
30
人
程
度　

▼
費
用
＝
無
料　

▼

申
し
込
み
受
付
＝
４
月
10
日
（
火
）
午
前
９

時
〜

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

交
流
推
進
係　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
日
時
＝
５
月
〜
９
月　

①
午
後
の
部
（
都

古
流
）
＝
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分　

※
８
月
15
日
分
は
８

月
22
日
に
な
り
ま
す
。　

②
夜
の
部
（
龍
生

派
）
＝
隔
週
木
曜
日
、
午
後
６
時
〜
８
時　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・

ク
ラ
フ
ト
室　

▼
募
集
人
数
＝
各
先
着
20

人　

▼
費
用
＝
材
料
費
（
10
回
分
１
０
，

０
０
０
円
程
度
）　

▼
持
参
物
＝
花
バ
サ
ミ
、

花
包
（
花
合
羽
）、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

な
ど　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
12
日
（
木
）
午

前
９
時
〜

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

交
流
推
進
係　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
日
時
＝
５
月
〜
９
月　

第
１
・
３
土
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
し

も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
和
室　

▼

募
集
人
数
＝
先
着
10
人　

▼
費
用
＝
材
料
費

（
10
回
分
５
，
０
０
０
円
程
度
）　

▼
持
参
物

＝
袱ふ

く

紗さ

、
扇
子
、
懐
紙
、
筆
記
用
具
な
ど　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
11
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

交
流
推
進
係　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

　

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
社
会
参
加
活
動

や
趣
味
と
教
養
の
充
実
活
動
に
興
味
の
あ
る

人
を
募
集
し
ま
す
。
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で

昭
和
22
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人　

▼

活
動
＝
月
１
回
程
度　

▼
場
所
＝
市
内
各
公

民
館
（
旧
下
館
地
区
旧
市
内
の
人
は
、
し
も

だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）　

▼
申
し
込
み

＝
４
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
お
住
ま
い
の
地

区
の
公
民
館
へ
（
旧
下
館
地
区
旧
市
内
の
人

は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
）
※
明
野
地
区
は

４
月
27
日
（
金
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み 　

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
日
時
＝
５
月
20
日
〜
平
成
20
年
３
月
の
第

１
・
３
日
曜
日　

①
午
前
の
部
＝
午
前
10
時

〜
正
午　

②
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー　

▼
対
象
＝
初
心
者　

▼
募
集
人
数
＝

50
人
（
応
募
多
数
抽
選
）　

▼
費
用
＝
粘
土

代
実
費　

▼
講
師
＝
宝
野
達
哉
氏
（
笠
間
市

の
工
房
で
創
作
活
動
中
）　

▼
申
し
込
み
＝

４
月
21
日
（
土
）
〜
28
日
（
土
）
に
、
協
和

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
（
電
話
不
可
）

※
４
月
22
日
（
日
）・
23
日
（
月
）
は
休
館

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

協
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

57
　

５
８
２
１

▼
対
象
者
＝
県
内
に
住
ん
で
い
る
概
ね
60
歳

以
上
の
人　

▼
日
程
＝
平
成
19
年
５
月
〜
平

成
20
年
２
月　

▼
会
場
＝
①
中
央
校
…
茨
城

県
総
合
福
祉
会
館
、
他　

②
県
北
校
…
常
陸

太
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
、
他　

▼
講
座

内
容
＝
共
通
講
座
（
一
般
教
養
）
８
日
間
28

時
間
／
選
択
講
座
①
中
央
校
（
歴
史
・
絵
画
・

陶
芸
・
園
芸
か
ら
１
科
目
選
択
）
18
日
間
72

時
間　

②
県
北
校
…
（
歴
史
・
絵
画
・
陶
芸

か
ら
１
科
目
選
択
）
18
日
間
72
時
間　

▼
申

し
込
み
＝
市
高
齢
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
４
月
27
日

地
域
交
流
華
道
教
室
（
午
後
・
夜
）

茨
城
わ
く
わ
く
学
園
生
き
が
い
創

造
課
程
受
講
生
募
集

地
域
交
流
ち
び
っ
こ
合
唱
隊

（
童
謡
を
楽
し
く
歌
お
う
）

高
齢
者
学
級
生
募
集

地
域
交
流
茶
道
教
室
（
裏
千
家
）

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
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（
金
）
ま
で
に
左
記
へ

■
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　 
０
２
９
　

２
４
３
　

８
９
８
９

　

女
性
の
新
し
い
役
割
を
達
成
す
る
た
め
自

主
的
な
地
域
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
下
館
地
区
在
住
で
昭
和
62
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
人　

▼
期
間
＝
４
月
〜

平
成
20
年
３
月
（
月
１
回
程
度
）　

▼
場
所

＝
各
地
区
公
民
館　

▼
内
容
＝
女
性
の
社
会

参
加
、
健
康
管
理
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
の
学
習
と
実
践　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
13

日
（
金
）
ま
で
に
各
公
民
館
へ

■
問
い
合
わ
せ　

電　話

23-1616

25-1794

28-5604

25-1790

25-1452

22-6130

25-1887

25-1434

22-6132

22-6131

会　　場

　しもだて地域交流センター

　伊讃公民館

　川島公民館

　竹島公民館

　養蚕公民館

　五所公民館

　中公民館

　河間公民館

　大田公民館

　嘉田生崎公民館

▼
日
時
＝
【
手
書
き
コ
ー
ス
】
５
月
12
日
〜

７
月
28
日
の
土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分　

※
た
だ
し
、
６
月
２
日
は
除
く　

【
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
（
手
書
き
コ
ー
ス
受
講

後
）】
８
月
４
日
、
18
日
、
25
日
の
土
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
茨
城
県

立
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
『
や
す
ら

ぎ
』　

▼
募
集
人
数
＝
30
人　

▼
費
用
＝
テ

キ
ス
ト
代
１
，
０
５
０
円　

▼
申
し
込
み
＝

４
月
21
日
（
土
）
ま
で
に
希
望
コ
ー
ス
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
明

記
し
、
県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
〒
３
１
０
　

０
８
４
４　

水
戸
市
住
吉
町

３
４
９
　

１
）
へ

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

茨
城
県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
TEL
　 

０
２
９
　

２
４
８
　

０
８
７
１

　

ＦＡＸ
０
２
９
　

２
４
７
　

１
３
６
９

【
特
別
試
験
】

▼
受
験
資
格
＝
①
男
性
警
察
官
Ａ
…
昭
和
52

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学

（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
。
た
だ
し
、

平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら
勤
務
可
能
な
人
に

限
る
。　

②
男
性
警
察
官
Ｂ
…
昭
和
52
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
に
該

当
し
な
い
人
。
た
だ
し
、
平
成
19
年
10
月
１

日
か
ら
勤
務
可
能
な
人
に
限
る
。　

▼
受
付

期
間
＝
３
月
下
旬
か
ら
約
１
ヶ
月
間　

▼
第

１
次
試
験
＝
５
月
13
日
（
日
）　

【
通
常
試
験
（
第
１
回
）】

▼
受
験
資
格
＝
警
察
官
Ａ
…
昭
和
53
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
（
短
大

を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
も
し
く
は
平
成
20

年
３
月
31
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人　

▼
受

付
期
間
＝
４
月
18
日
（
水
）
ま
で　

▼
第
１

次
試
験
＝
５
月
13
日
（
日
）　

■
問
い
合
わ
せ 

　

筑
西
警
察
署　

　

TEL
　

24
　

０
１
１
０

　

国
土
緑
化
推
進
機
構
『
緑
の
募
金
事
業
』

（
後
援
：
茨
城
県
）
に
よ
る
里
山
林
・
人
工

林
で
の
森
林
整
備
体
験
と
講
義
を
行
い
ま

す
。

▼
開
催
日
＝
４
月
22
日
（
日
）、
５
月
19
日

（
土
）、６
月
３
日
（
日
）、６
月
23
日
（
土
）・

24
日
（
日
）、
７
月
７
日
（
土
）、
７
月
22

日
（
日
）　

▼
場
所
＝
市
内
民
有
林
、
桜
川

市
富
谷
ふ
れ
あ
い
の
森
ほ
か　

▼
受
講
料

＝
１
万
円
（
交
通
・
合
宿
費
は
受
講
生
負
担
）

▼
定
員
＝
20
人　

▼
申
し
込
み
＝
市
農
政

課
農
政
係
（
TEL
　

20
　

１
１
６
１
）
へ

■
問
い
合
わ
せ  　

　

い
ば
ら
き
森
林
ク
ラ
ブ　

中
村

　

TEL
　 

０
２
９
　

２
７
４
　

５
２
８
７

▼
対
象
＝
①
30
〜
60
歳
の
男
性
②
身
長
か
ら

体
重
を
引
い
た
数
が
90
以
下
③
へ
そ
位
置
で

の
ウ
エ
ス
ト
が
90
㎝
以
上
、
の
す
べ
て
を
満

た
し
、
週
３
回
参
加
で
き
る
人
で
、
医
師
か

ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
人　

▼
期
間

＝
５
月
26
日
（
土
）
〜
８
月
23
日
（
木
）
の

火
・
木
・
土
曜
日
（
火
・
木
曜
日
は
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
ま
た
は
午
後
８
時
〜
９
時
30

分
、
土
曜
日
は
午
後
５
時
〜
６
時
30
分
ま
た

は
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
の
い
ず
れ
か
を
選

ん
で
参
加
で
き
ま
す
）
▼
場
所
＝
筑
波
大
学

総
合
研
究
棟
Ｄ
（
６
階
）　

▼
募
集
人
数
＝

30
人
（
応
募
多
数
抽
選
）　

▼
検
査
項
目
＝

腹
部
内
臓
脂
肪
量
、
骨
密
度
、
体
脂
肪
率
、

血
液
、
体
力
な
ど　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
説
明
会
＝
４
月
24
日
（
火
）
午
後

▼
申
込
期
限
＝
４
月
13
日
（
金
）
午
後
９
時

ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

筑
波
大
学
田
中
研
究
室　

　

TEL
　 

０
９
０
　

９
１
４
４
　

６
２
１
７

　

fitness@
stat.taiiku.tsukuba.ac.jp

▼
日
時
＝
５
月
12
日
〜
平
成
20
年
２
月
23
日

第
２
・
４
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午　

▼

場
所
＝
【
水
戸
会
場
】
水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
館　
【
土
浦
会
場
】
土
浦
市
社
会

福
祉
協
議
会　

▼
募
集
人
数
＝
各
会
場
初
級

15
人
、
中
級
15
人　

▼
対
象
＝
県
内
在
住
の

18
歳
以
上
の
中
途
失
聴
・
難
聴
者
及
び
そ
の

家
族　

▼
内
容
＝
手
話
の
知
識
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ほ
か　

▼
費
用
＝
テ
キ
ス
ト
代

実
費　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
25
日
（
水
）
ま

で
に
希
望
ク
ラ
ス
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
（
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）、
年
齢
を
明

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
参

加
者
募
集

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
習
会

受
講
者
募
集

中
途
失
聴
・
難
聴
者
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
受
講
者
募
集

女
性
学
級
生
募
集

茨
城
県
警
察
官
採
用
試
験

筑
波
大
学
健
康
運
動
教
室
参
加
者

募
集
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記
し
、
県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
〒
３
１
０
　

０
８
４
４　

水
戸
市
住
吉
町

３
４
９
　

１
）
へ　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

茨
城
県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
TEL
　 

０
２
９
　

２
４
８
　

０
８
７
１

　

ＦＡＸ
０
２
９
　

２
４
７
　

１
３
６
９

　

内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う
国
際
感
覚
豊

か
な
成
年
を
育
成
す
る
た
め
、
様
々
な
国
際

交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
平

成
19
年
度
の『
国
際
青
年
育
成
交
流
』『
日
本
・

中
国
青
年
親
善
交
流
』『
日
本
・
韓
国
青
年

親
善
交
流
』『
世
界
青
年
の
船
』『
東
南
ア
ジ

ア
青
年
の
船
』
事
業
に
参
加
す
る
青
年
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

茨
城
県
女
性
青
少
年
課

　

TEL
　 

０
２
９
　

３
０
１
　

２
１
８
３

　

県
で
は
、
高
校
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
平

成
19
年
度
の
育
英
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
県
内
居
住
者
の
子
弟　

▼
貸
与
金

額
＝【
国
公
立
】自
宅
通
学
１
８
，０
０
０
円
、

自
宅
外
２
３
，
０
０
０
円
【
私
立
】
自
宅

３
０
，
０
０
０
円
、
自
宅
外
３
５
，
０
０
０

円　

▼
返
還
方
法
＝
無
利
息
で
、
卒
業
後
10

年
以
内
に
年
賦
ま
た
は
半
年
賦　

▼
申
し
込

み
＝
５
月
24
日
（
木
）
ま
で
に
、
在
学
し
て

い
る
学
校
に
申
請
書
を
提
出

■
問
い
合
わ
せ　

　

県
高
校
教
育
課

　

TEL
　 

０
２
９
　

３
０
１

５
２
４
５

▼
日
程
＝
４
月
24
日
〜
毎
週
火
曜
日
・
全
20

回　

▼
時
間
＝
午
後
７
時
〜
８
時
30
分　

▼

場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

▼

費
用
＝
教
科
書
代
実
費　

▼
申
し
込
み
＝
４
月

10
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分
に
し

も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
へ

■
問
い
合
わ
せ　

　

下
館
国
際
交
流
友
の
会

　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

　

永
盛　

TEL
　

24
　

３
６
７
１

▼
趣
旨
＝
郷
土
の
歴
史
を
考
え
、
市
民
の
文

化
を
築
く
豊
か
な
人
間
性
を
養
う　

▼
対
象

＝
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
人　

▼

日
程
＝
４
月
22
日
〜
平
成
20
年
３
月
９
日　

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー　

▼
会
費
＝
年
額
４
，
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

　

塩
田　

TEL
　

24
　

１
６
９
４

▼
日
程
＝
５
月
12
日
〜
毎
月
第
２
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
３
時
　
▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
研
修
室　

▼
費
用
＝
テ

キ
ス
ト
代
実
費　

▼
内
容
＝
古
典
（
蜻
蛉
日

記
）
の
勉
強
、
漢
文
学
の
購
読
ほ
か　

▼
申

し
込
み
＝
随
時
会
場
で

■
問
い
合
わ
せ　

　

板
谷　

TEL
　

22
　

４
７
１
３

▼
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日　

午
前
10

時
〜
正
午　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和
室

▼
対
象
＝
初
心
者　

▼
内
容
＝
き
れ
い
・
簡

単
・
着
く
ず
れ
し
に
く
い
着
付
け
法
・
ゆ
か

た
の
着
方
と
帯
結
び
・
普
段
着
・
外
出
着
・

留
袖
の
着
付
け　

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

着
付
愛
昌
会　

斉
藤

　

TEL
　 

０
９
０
　

４
１
２
４
　

５
８
６
３

　

栃
木
県
市
貝
町
に
で
き
た
新
た
な
名
所

地
・
本
州
最
大
級
の
芝
ざ
く
ら
の
植
栽
、
塩

田
調
整
池
水
晶
湖
を
鑑
賞
し
、
那
珂
川
県
立

自
然
公
園
域
内
の
起
伏
に
富
ん
だ
遊
歩
道
を

散
策
し
ま
す
。
帰
り
に
は
、
烏
山
に
あ
る
天

然
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
４
月
22
日
（
日
）　

▼
集
合
＝
関

城
体
育
館
北
側
駐
車
場
午
前
７
時
50
分　

▼

費
用
＝
４
，
０
０
０
円
（
バ
ス
代
、
入
館
料
、

入
浴
費
、
保
険
料
を
含
む
）　

▼
持
参
品
＝
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
靴
、杖
、入
浴
用
意
、雨
具
、飲
み
物
、

弁
当　

▼
申
し
込
み
期
限
＝
４
月
15
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
市
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

関
城
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

鳥
生　

ＴＥＬ
・
ＦＡＸ
20-

３
３
８
６

　

toryua@
ninus.ocn.ne.jp

　　

法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
秘
密
厳
守
）　

連絡・問い合わせ

関城支所総務課
℡ 37-6111 内線 313

市広報広聴課広聴係
℡ 24-2111 内線 314

申し込み

事前申込不要
（当日来訪順に受付）

事前申込不要
（当日来訪順に受付）

4 月 16 日（月）
午前 9 時〜電話予約（先

着８人まで）

相談員

遊 佐 行 弘
津 田 幸 夫

田 崎 善 彦
大 林 　 浩

行政相談委員
（総務大臣委嘱）

弁護士

人
権
擁
護
委
員

相談会場

関城支所
３階委員会室

市民会館
１階会議室

市民会館
１階会議室

市民会館
１階会議室

相談日時

4 月１9 日（木）
午前 10 時〜正午

4 月 26 日（木）
午後１時〜３時

4 月 26 日（木）
午後１時〜３時

4 月 26 日（木）
午後１時〜３時

区分

人権相談

行政相談

法律相談

郷
土
史
を
考
え
る
会
会
員
募
集

芝
ざ
く
ら
鑑
賞
と
水
晶
湖
等
散
策

参
加
者
募
集

茨
城
県
育
英
奨
学
生
募
集

青
年
国
際
交
流
事
業
参
加
者
募
集

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
受

講
生
募
集

古
典
・
漢
文
学
講
座
生
募
集

着
付
愛
昌
会
（
自
主
サ
ー
ク
ル
）

会
員
募
集

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

心
配
ご
と
相
談
窓
口
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▼
日
時
＝
４
月
27
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
正

午　

▼
場
所
＝
関
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
先
着
５
人　

▼
相
談
員
＝
弁
護
士

▼
費
用
＝
無
料　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人

▼
申
し
込
み
＝
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
４

月
16
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
、
電
話
で
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

TEL
　

22
　

５
１
９
１

▼
期
日
＝
４
月
11
日
・
18
日
の
各
水
曜
日　

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分　

▼

場
所
＝
市
役
所
１
階
相
談
室　

▼
相
談
員
＝

税
理
士　

▼
予
約
不
要
、
直
接
会
場
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

関
東
信
越
税
理
士
会
下
館

　

支
部　

青
木　

TEL
　

24
　

３
６
３
０

　

市
で
は
、
医
療
機
関
で
の
乳
児
の
健
康
診

査
に
対
し
、
２
回
無
料
で
受
け
ら
れ
る
助
成

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
４
月
か

ら
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ
の
お
子

さ
ん
【
変
更
前
】『
生
後
３
〜
７
か
月
』
で

１
回
、『
生
後
９
〜
11
か
月
』
で
１
回
の
助

成
【
変
更
後
】『
生
後
３
〜
11
か
月
』
で
１

回
の
助
成　

●
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
は
、
従
来
ど
お
り
、『
生

後
３
〜
７
か
月
』
で
１
回
、『
生
後
９
〜
11

か
月
』
で
１
回
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

※
す
で
に
２
枚
の
無
料
受
診
票
（
ブ
ル
ー
の

『
第
１
回
３
〜
７
か
月
』『
第
２
回
９
〜
11
か

月
』）
を
お
持
ち
で
も
、
平
成
19
年
４
月
１

日
以
降
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
は
、
１
回
の
助

成
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
４
月
２

日
か
ら
随
時
新
し
い
受
診
票
と
交
換
し
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
健

康
増
進
課
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市

で
は
、
３
〜
４
か
月
児
健
康
診
査
を
各
保
健

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。
個
別
に
通
知
が

届
き
ま
す
の
で
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

健
康
増
進
課　

TEL
　

22
　

０
５
０
６

▼
対
象
＝
昭
和
50
年
〜
52
年
に
生
ま
れ
た
人

で
、
原
則
と
し
て
次
の
時
期
に
該
当
す
る
人

①
ポ
リ
オ
ウ
ィ
ル
ス
常
在
国
に
渡
航
す
る
時

期　

②
出
生
年
に
該
当
す
る
人
の
子
が
ポ
リ

オ
の
定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
時
期　

▼
日
程
＝
４
月
４
日
・
５
月
２
日
・
６
月
６

日
・
７
月
４
日
・
８
月
１
日
・
９
月
５
日
・

10
月
３
日
・
11
月
７
日
・
12
月
５
日
・
平
成

20
年
１
月
９
日
・
２
月
６
日
・
３
月
５
日
の

水
曜
日　

▼
受
付
時
間
＝
午
後
２
時
〜
２
時

30
分　

▼
手
数
料
＝
１
．
１
０
０
円
（
当
日

徴
収
）　

▼
申
し
込
み
＝
事
前
に
電
話
で
筑

西
保
健
所
へ

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

筑
西
保
健
所　

TEL
　

24
　

３
９
１
１

▼
乳
が
ん
検
診
＝
対
象
者
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
昨
年
度
、
健
康
診
査
を
受
診
し
た
人
と
申

し
込
み
票
（
ハ
ガ
キ
）
を
提
出
し
た
人
に
は

通
知
し
ま
す
。
▼
新
規
に
健
康
診
査
の
申
し

込
み
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記
ま
で
。
※
詳

細
は
市
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課　

TEL
　

22
　

０
５
０
６

▼
日
時
＝
４
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３

時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
中
央
病
院
講
堂　

▼
テ
ー
マ
＝『
脳
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』

▼
講
師
＝
筑
波
大
学
臨
床
医
学
系
精
神
医
学

教
授　

朝
田
隆
先
生　

▼
定
員
＝
１
５
０
人

程
度　

▼
費
用
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

協
和
中
央
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　

TEL
　

57
　

７
２
２
１

　　　　　　　　　　　　
　

　　

ポ
リ
オ
任
意
予
防
接
種

乳
児
健
康
診
査
の
助
成

平
成
19
年
度
健
康
診
査

地
域
リ
ハ
ビ
リ
講
演
会

　

　過去の地震で比較的古い木造住宅が数多く倒
壊し、多数の人が犠牲となりました。いつ起こ
るかわからない地震に備えて建物が安全かどう
か、専門家（相談員）が会場で相談に応じます。
一緒に確認してみましょう。

▼ 受付＝随時募集　 ▼ 日時＝申込受付け後、
開催日などを後日連絡します。 ▼場所＝本庁
舎エントランスホール　 ▼相談員＝（社）茨
城県建築士会筑西支部 ▼相談内容＝わが家の
耐震診断（問診表）による相談　※申込受付
後、事前に現地で簡易的な予備調査を行いま
す。 ▼費用＝無料
■問い合わせ・申し込み 
　　建築課建築係　TEL 20-1177

木造住宅簡易耐震診断相談

平成 19年度

（変更後）

30歳以上 40歳未

満、全員、超音波

変更なし

（18年度と同じ）

30歳以上 65歳ま

で全員、視触診＋

超音波

平成 18年度

（変更前）

30歳以上 40歳未

満、奇数年度生ま

れのみ超音波

40歳以上

超音波とマンモグ

ラフィを交互に

30歳以上

奇数年度生まれの

み

視触診＋超音波

健診名

乳がん検診

（集団検診）

乳がん検診

（医療機関検診）

税
務
相
談
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Information

（注）　①かっこ内の価格は、市外の人への販売価格です。  　②送料は、別途負担となります。　

有償刊行物等の名称 価格（円） 問い合わせ

広
報
紙

●広報下館縮刷版（上・下巻）
上巻　昭和 62 年 4 月号〜平成 9 年 3 月号
下巻　平成 9 年 4 月号〜平成 17 年 3 月号

上・下巻

1 セット
5,200

広報広聴課
TEL 24-2111
内線 312 

●広報せきじょう縮刷版
２巻　昭和 56 年９月号〜平成４年７月号
３巻   平成４年８月号〜平成 11 年９月号
４巻   平成 11 年 10 月号〜平成 17 年２月号

各 1 巻 3,000

●広報あけの縮刷版
3 巻　平成元年 1 月号〜平成 6 年 12 月号
4 巻　平成 7 年 1 月号〜平成 11 年 12 月号

3・4 巻

1 セット
10,000

予
算
書

平成 19 年度筑西市予算書（一般会計・各特別

会計）
1 冊 1,800 財政課

TEL 24-2111
内線 492平成 19 年度企業会計予算書（水道事業・病院

事業） 1 冊 600

計
画
書
等

筑西市国民保護計画書 1 冊 650
消防防災課
TEL 24-2111
内線 368

平成 18 年度版統計要覧 1 冊 250
企画課

TEL 24-2111
内線 494

都
市
計
画
図

用途図

1/10,000

下館地区 1 枚 1,500

都市計画課

TEL 20-1178
（直通）

関城地区 1 枚 1,000

明野地区 1 枚 1,000

協和地区 1 枚 1,000

1/25,000

筑西市全域 1 枚 1,500

下館地区 1 枚 800

関城地区 1 枚 500

白図

1/2,500

下館地区 1 枚 500

関城地区 1 枚 500

明野地区 1 枚 500

1/10,000

下館地区 1 枚 500

関城地区 1 枚 500

明野地区 1 枚 500

協和地区 1 枚 500

1/25,000

筑西市全域 1 枚 500

下館地区 1 枚 500

関城地区 1 枚 300

協和地区 1 枚 300

1/30,000
明野地区 1 枚 300

協和地区 1 枚 300

1/50,000

筑西市全域 1 枚 300

下館地区 1 枚 200

関城地区 1 枚 200

郷
土
史
等

目で見る下館市史 1 冊 2,500

教育委員会

文化課

TEL 22-0183
（直通）

関城町史　通史編  上巻 1 冊 4,000
(4,800)

関城町史　通史編  下巻 1 冊 4,000
(4,800)

関城町史　史料編Ⅰ　千妙寺関係史料 1 冊 3,800
(4,500)

関城町史　史料編Ⅱ　戦時生活 1 冊 3,800
(4,500)

関城町史　史料編Ⅲ　中世関係史料 1 冊 3,800
(4,500)

関城町史　史料編Ⅳ　水と開発（近世） 1 冊 3,800
(4,500)

関城町史　別冊史料編Ⅰ　農民の生活 1 冊 1,800
(2,000)

有償刊行物等の名称 価格（円） 問い合わせ

郷
土
史
等

関城町史　別冊史料編Ⅱ　関本町報 1 冊 2,000
(2,200)

教育委員会

文化課

TEL 22-0183
（直通）

関城町史　別冊史料編Ⅲ　近世村のできごと 1 冊 2,000
(2,200)

関城町史　別冊史料編Ⅳ　関城町の遺跡 1 冊 2,000
(2,200)

関城地方の中世城郭跡 1 冊 1,500

あすなろゆかりの記 1 冊 1,000

花田村の尊徳仕法 1 冊 500

明野町史 1 冊 6,000

明野町の小字名図　資料集第１集 1 冊 1,000

郷土文書資料目録その 1　資料集第 2 集 1 冊 1,000

郷土文書資料目録その 2　資料集第 3 集 1 冊 1,000

郷土文書資料目録その４　資料集第５集 1 冊 1,000

いはらき新聞記事表題検索目録資料集第６集 1 冊 1,000

明野町の遺跡と遺物　資料集第７集 1 冊 2,000

郷土文書資料目録その５ 資料集第８集 1 冊 1,000

郷土文書資料目録その６ 資料集第９集 1 冊 1,000

明野町の建築　資料集第１１集 1 冊 1,000

明野の水と生活　資料集第１３集 1 冊 2,500

明野の村明細帳と戸口　資料集第１４集 1 冊 2,000

明野の石仏　資料集第１５集 1 冊 2,000

明野町の土地と谷原開発　資料集第１６集 1 冊 2,000

郷土文書資料目録その８　資料集第１７集 1 冊 1,000

明野の日記　資料集第１８集 1 冊 2,000

明野の御用留（一）　資料集第１９集 1 冊 2,000

明野の御用留（二）　資料集第２０集 1 冊 2,000

明野の訴訟出入（一）　資料集第２１集 1 冊 2,000

明野町神社と寺院　資料集第２２集 1 冊 2,000

明野の聞き語り　資料集第２３集 1 冊 2,000

明野の訴訟出入（二）　資料集第２４集 1 冊 2,000

郷土文書資料目録その９資料集第２５集 1 冊 2,000

協和町史 1 冊 5,000

にいばりの里の野仏 1 冊 2,000
(2,500)

枝平内名主日記 1 冊 800
(1,000)

新治村青年団報 1 冊 2,000

訴訟関係文書（古文書集） 1 冊 2,000
(2,100)

古文書所在目録集　上巻 1 冊 2,000

古文書所在目録集　下巻 1 冊 2,000

小栗氏と小栗伝説 1 冊 1,000

美
術
館
図
録
・
パ
ン
フ
等

下館市制施行 50 周年記念・しもだて美術館開
館特別展　森田茂展図録 1 冊 1,000

しもだて

美術館

TEL 23-1601
（直通）

しもだて美術館所蔵品目録 1 冊 600
下館市制施行 50 周年・しもだて美術館開館記
念しもだて美術館所蔵品展パンフレット 1 冊 300

下館市制施行 50 周年記念・しもだて美術館開
館特別展  板谷波山―その人と芸術展図録 1 冊 2,000

しもだて美術館開館 1 周年記念・飯野農夫也
画業展―大地と人間への讃歌―図録 1 冊 1,600

浅香鉄心回顧展―創造の軌跡―図録 1 冊 1,000
筑西市誕生記念　日本芸術院所蔵による洋画
名品展図録 1 冊 1,500

皮革造形の世界  大久保婦久子展図録 1 冊 1,500

孤高の画家  釘宮對宕展図録 1 冊 1,500
はーと to はーと展
おっことケイコと風子の展覧会  パンフレット 1 冊 350

つちだよしはる絵本原画展・くまくん美術館
くまくん写真絵本 1 冊 1680

森田茂デッサン一筆箋（縦・横） 1 冊 400

板谷波山絵はがき　作品 10 点　　
　　　　　　　　　10 枚組みセット

1 枚 100

1 セット 900
しもだて美術館所蔵品絵はがき
　　　　　　・森田茂作品　3 点
　　　　　　・大西勲作品　1 点
　　　　　　・飯野農夫也作品　3 点
　　　　　　・アルテリオ外観写真　1 点
　　　　　　・美術館ブリッジ夜景　1 点　

1 枚 100
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人口＝男 55,130 人　女 56,271 人　計 111,401 人　世帯数＝ 34,828 世帯（平成 19 年３月１日現在・常住人口）

　　

朝
７
時
に
起
床
し
て
乾
布
摩
擦
、

10
時
に
は
抹
茶
と
お
菓
子
、
普
段
は

汚
れ
た
ガ
ウ
ン
で
も
出
掛
け
る
時
は

着
物
に
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
…
。
孫
の
駿

一
さ
ん
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
波
山
。

そ
の
人
柄
も
魅
力
的
で
す
。　
（
＠
）

　

松
木
安
太
郎
さ
ん
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
教
室
を
取
材
。
そ
の
指
導
ぶ
り

は
テ
レ
ビ
の
サ
ッ
カ
ー
番
組
で
見
せ

る
熱
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
そ
の
ま
ま
で
、

サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
松
木
さ
ん
の
気

持
ち
が
伝
わ
る
教
室
で
し
た
。（
∞
）

　

滄そ
う
か
い海
の
一い
ち
ぞ
く粟
。
大
海
の
中
の
一
粒

の
粟あ
わ

で
、
広
大
な
も
の
の
中
の
極
め

て
小
さ
い
も
の
の
た
と
え
で
あ
る
。

今
は
一
粟
で
あ
る
が
『
筑
西
ふ
る
さ

と
大
使
』
の
力
添
え
で
本
市
が
世
界

に
轟
く
姿
に
思
い
を
馳
せ
る
。（
も
）

　

河
間
小
の
卒
業
式
、
別
れ
の
言
葉

は
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
の
詩
だ
っ
た
。

夢
と
希
望
を
持
っ
て
羽
ば
た
き
出

す
、
卒
業
生
た
ち
の
力
強
い
声
に
、

取
材
し
た
私
ま
で
奮
い
立
つ
思
い
が

し
た
。
み
ん
な
あ
り
が
と
う
。（
ま
）

－卆寿記念－　鶴岡義雄展
４/14［土］ ▼６/３［日］

今月卆寿（90 歳）を迎え、日本洋画壇の重鎮として、なお新
しいイメージを追求する作品を制作し続ける鶴

つる

岡
おか

義
よし

雄
お

。しも
だて美術館では、二科展出品作を中心に、500 号の大作を含む
油彩画 41 点による『卆寿記念 鶴岡義雄展』を開催します。

【開館時間】午前 10 時～午後６時（入館は午後５時 30 分まで）
【 休 館 日 】月曜休館（ただし４/30 は開館、５/ １は休館）
【 入 館 料 】一般５００円・団体４００円（１０人以上）・高校生以下無料、
　　　　　　※会期中は常設展と板谷波山記念館もご覧いただけます。

大正６年（1917）土浦市生まれ。昭和７年
（1932）県立土浦中学校在学中に画家を志
す。昭和 12年（1937）日本美術学校に入学。
昭和14年（1939）二科展初出品、初入選。キュ
ビズムや抽象主義など新しい表現様式の確立
を目指した意欲作を制作。昭和25年（1950）
二科会員。平成２年（1990）日本芸術院賞
受賞。平成６年（1994）日本芸術院会員。二科会理事長な
どの要職を経て、現在も日本洋画壇の重鎮として活躍。

鶴岡 義雄

主催／しもだて美術館・筑西市・筑西市教育委員会
後援／社団法人二科会・茨城文化団体連合・茨城新聞社・二科会茨城支部

■ 鏡の空間　平成 15 年（2003）

■ ソワル・ド・パリ　昭和 48 年（1973）第 59 回二科展・内閣総理大臣賞 ■ 月下三舞妓　昭和 54 年（1979）

http://www.city.chikusei.lg.jp/museum
筑西市丙３７２アルテリオ３階
TEL ０２９６－２３－１６０１ 

しもだて美術館
Shimodate Museum of Art

関連行事・映画会『巴里の空の下セーヌは流れる』
監督ジュリアン・デュヴィヴィエ　１９５１年フランス作品

５/１３［日］午後１時３０分～アルテリオ集会室 入場無料

３月下旬に市役所駐車場で咲いた『越
の彼岸』。筑西市誕生一周年を記念し
て、昨春植えた４種の桜のひとつです。
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